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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 
中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主
として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 
※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 
国語Ｂ 
（40 分） 
算数Ｂ 
（40 分） 
児童質問紙 
（20～40 分程度）
 
【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ 
（45 分） 
国語Ｂ 
（45 分） 
数学Ａ 
（45 分） 
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙 
（20～45 分程度） 
 
（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 19,577校 
19,456校
（99.4％）
111校
19,567校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校
75校
（100.0％）
私立 224校 
114校
（50.9％）
4校
118校
（52.7％）
合計 19,876校 
19,645校
（98.8％）
115校
19,760校
（99.4％）
 
 
（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 9,628校 
9,539校
（99.1％）
73校
9,612校
（99.8％）
国立 80校 
77校
（96.3％）
3校
80校
（100.0％）
私立 759校 
366校
（48.2％）
2校
368校
（48.5％）
合計 10,467校 
9,982校
（95.4％）
78校
10,060校
（96.1％）
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学
習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児
童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均
正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中
央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総
合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し
て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上
につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ
とを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ
ど負の相関が強いことを表す。 
解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
したもの。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント
○調査問題の趣旨・内容
数学Ａ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題
（例） ■ 正の数と負の数とその計算，文字式の計算をする。一元一次方程式や連立二元一次方程式を解く。
■ 平行移動した図形をかく。２直線に１直線が交わってできる角の位置について，正しい記述を選ぶ。
■ 比例のグラフから式を求める。二元一次方程式の解を表すグラフを選ぶ。
■ 与えられた資料から相対度数を求める。確率について，正しい記述を選ぶ。
数学Ｂ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題
（例） ■ 万華鏡の模様について図形間の関係を図形の移動に着目して捉え，数学的な表現を用いて説明する。
■ 六角形を n個作るのに必要なストローの本数を，６＋５（n－１）という式で求めることができる理由
を説明する。
■ 与えられたデータを基に，貯水量が１５００万ｍ３になるまでの日数を求める方法を説明する。
■ 分布の形に着目して２つの度数分布多角形を比較し，運動時間が４２０分以上の女子の方が体力テスト
の合計点が高い傾向にあるといえることの理由を説明する。
○課題等
主な特徴
● 多角形の内角の和の求め方の理解，二元一次方程式と一次関数のグラフの関係の理解，相対
度数を求めることについて，改善の傾向がみられる。〔Ａ６(2)，Ａ13 ，Ａ14(2)〕
● 扇形の弧の長さを求めること，関数の意味の理解，範囲の意味の理解について課題がある。
〔Ａ４(3)，Ａ９ ，Ａ14(1)〕
● 記述式問題のうち，事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。〔Ｂ１(2)〕
また，資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題があ
る。〔Ｂ５(3)〕
数と式
◇(A) 分数の乗法の計算，実生活の場面でのある数量が正の数と負の数で表されることの理解，
簡単な一元一次方程式を解くことは，相当数の生徒ができている。〔Ａ１(1)，Ａ１(4)，Ａ３(1)〕
◆(A) 数量の関係を文字式で表すことに課題がある。〔Ａ２(1)〕
◆(A) 二元一次方程式の解の意味の理解について課題がある。〔Ａ３(3)〕
◆(B) 数学的に表現された結果を事象に即して解釈することを通して，事柄が成り立つ理由を説
明することに引き続き課題がある。〔Ｂ２(3)〕
図形
◇(A) 平行移動した図形をかくこと，円錐が回転体としてどのように構成されているかの理解，
見取図に表された立方体の面上の線分の長さの関係を読み取ることは，相当数の生徒ができ
ている。〔Ａ４(2)，Ａ５(2)，Ａ５(3)〕
◆(A) 錯角の意味の理解について課題がある。〔Ａ６(1)〕
◆(A) 作図の手順を読み，根拠として用いられている平行四辺形になるための条件の理解につい
て引き続き課題がある。〔Ａ７(2)〕
◆(B) ２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学的な表現を用いて説明することに課題
がある。〔Ｂ１(2)〕
関数
◇(A) 比例の式についてxの値に対応する yの値を求めることは，相当数の生徒ができている。〔Ａ10(1)〕
◆(A) 反比例の表において，比例定数の意味の理解について課題がある。〔Ａ10(3)〕
◆(A) 具体的な事象における２つの数量の変化や対応をグラフから読み取ることに課題がある。〔Ａ12 〕
◆(B) 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。〔Ｂ３(2)〕
資料の活用
◆(A) 資料から範囲を読み取ることに課題がある。〔Ａ14(1)〕
◆(B) 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題があ
る。〔Ｂ５(3)〕
◇･･･相当数の生徒ができている点 ◆･･･課題のある点 ( )内の記号は，A･･･数学Ａ，B･･･数学Ｂ
〔 〕内の記号は，問題番号
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○指導改善のポイント
数と式
○ 数量の関係や法則などを文字式で表すことやその文字式から関係を読み取る活動の重視
・ 数量の関係や法則について文字式で表すことができるようにするために，具体的な数や言
葉を使った式を利用して数量の関係を捉え，その関係を文字式で表したり，文字式から数量
の関係を捉えたりして，数量の関係や法則を文字式で表すことについて確認する活動を重視
することが大切である。
○ 事象と式の対応を捉え，事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実
・ 事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりすること
を通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明する活動を充実することが大切である。さ
らに，事象を数学的に考察し直し，様々な式を見いだすとともに，見いだした式を基に事象
について振り返る活動を取り入れることも大切である。
図形
○ 図形の考察を通して，辺や角についての位置関係を捉える活動の重視
・ 図形における辺や角などの位置関係についての理解を深められるようにするために，実際
に平面上に図形をかいたり，コンピュータを利用して示したりしながら視覚的に捉え，辺や
角の位置関係について確認したり，検討したりする活動を重視することが大切である。
○ 見いだした事柄や事実について数学的に表現すべき部分を明確にして説明する活動の充実
・ 図形に着目して見いだした事象の特徴を数学的に表現できるようにするために，前提とそ
れによって説明される結論の両方を数学的に表現する場面を設定することが大切である。そ
の際，説明される結論が正しいものとなるようにするためには，前提となる条件が不足して
いないかどうかについて検討したり，振り返ったりする活動を重視することが大切である。
関数
○ ２つの数量の関係に関数関係を見いだし，変化や対応の様子を表現する活動の重視
・ ２つの数量の関係から関数関係を見いだすことができるようにするために，具体的な事象
における２つの数量について一方の値を決めれば他方の値がただ１つ決まる関係を確認する
活動を重視することが大切である。さらに，その２つの数量について変化や対応の様子を表
・式・グラフを用いて捉え，それらを相互に関連付けて考察することを通して，どのような
関数になりそうか検討し，関数関係を判断する活動も大切である。
○ 事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実
・ 様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために，問題解決の方法に焦点を当て，
「用いるもの」と「用い方」を明確にして問題解決の方法を説明する活動を充実することが
大切である。その際に，問題解決のために表した表・式・グラフをどのように用いればよい
か説明し合う場面を設定し，検討する活動を充実させることが大切である。
資料の活用
○ 代表値の必要性や意味を理解するために資料を整理した表などから代表値を求める活動の重視
・ 代表値の必要性や意味を理解するために，目的に応じてデータを収集し整理した表などか
ら代表値を求め，それを根拠にして資料の傾向を捉える活動を重視することが大切である。
○ 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明する活動の充実
・ 日常生活や社会における問題に対して，資料を用いて傾向を的確に捉え問題を解決できる
ようにするために，収集したデータを整理したグラフの形から分布の特徴を視覚的に捉えた
り，代表値を求めて比較したりするなど，数学的な表現を用いて判断の理由を説明する活動
を充実することが大切である。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【数学Ａ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,024,189 人 23.5 問/36 問 65.2％ 25.0 問 8.4 32 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域 
数と式 12 71.1 
図形 12 66.5 
関数  8 57.9 
資料の活用  4 57.9 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方  0  
数学的な技能 20 68.8 
数量や図形などについての
知識・理解 16 60.6 
問題形式 
選択式 13 67.2 
短答式 23 64.0 
記述式  0  
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問題別集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ 評価の観点は，数量や図形についての技能（小学校）に対応させている。 
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１（１）
小６
(１)
イ
○* ○ 87.6 1.2
１（２） １(１)イ ○ ○ 70.1 0.2
１（３） １(１)ウ ○ ○ 76.2 1.1
１（４） １(１)ア,エ ○ ○ 89.7 2.7
２（１） １(２)エ ○ ○ 57.4 7.8
２（２） １(２)エ ○ ○ 76.1 0.3
２（３） ２(１)ア ○ ○ 78.8 1.6
２（４） ２(１)ウ ○ ○ 57.0 8.5
３（１） １(３)ウ ○ ○ 83.2 6.2
３（２） １(３)ウ ○ ○ 53.6 16.2
３（３） ２(２)ア ○ ○ 60.2 0.9
３（４） ２(２)ウ ○ ○ 63.0 14.4
４（１） １(１)ア ○ ○ 68.0 1.0
４（２） １(１)イ ○ ○ 90.8 2.4
４（３） １(２)ウ ○ ○ 32.2 19.1
５（１） １(２)ア ○ ○ 67.5 2.9
５（２） １(２)イ ○ ○ 90.3 0.4
５（３） １(２)イ ○ ○ 80.7 0.5
５（４） １(２)ウ ○ ○ 53.0 9.4
１回転させると円錐ができる平面図形として
正しいものを選ぶ
円錐が回転体としてどのように構
成されているかを理解している
立方体の見取図を読み取り，２つの線分の長
さの関係について，正しい記述を選ぶ
見取図に表された立方体の面上の
線分の長さの関係を読み取ること
ができる
円柱の体積を求める 円柱の体積を求めることができる
△ＡＢＣを，点Ａから点Ｐに移すように平行移
動した図形をかく
平行移動した図形をかくことがで
きる
半径が５cm，中心角が120°の扇形の弧の
長さを求める
扇形の弧の長さを求めることがで
きる
直方体において，与えられた辺に平行な面を
書く
空間における直線と平面の平行に
ついて理解している
x＋y＝２ の解の意味について選ぶ 二元一次方程式の解の意味を理解している
連立二元一次方程式 　　　　　　　を解く 簡単な連立二元一次方程式を解くことができる
角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形
を選ぶ
角の二等分線の作図が図形の対称
性を基に行われていることを理解
している
等式 x＋４y＝１ を y  について解く 等式を目的に応じて変形することができる
一元一次方程式 ４x＝７x＋15 を解く 簡単な一元一次方程式を解くことができる
数量の関係を一元一次方程式で表す 具体的な場面で，一元一次方程式をつくることができる
５mの重さがaｇの針金の１mの重さを，
 a を用いた式で表す
数量の関係を文字式で表すことが
できる
100－20a＝b の式が表される場面を選ぶ
与えられた文字式の意味を，具体
的な事象の中で読み取ることがで
きる
(２x＋５y )－(６x－３y )を計算する 整式の加法と減法の計算ができる
aとbが負の数のときに四則計算の結果が負
の数になるものを選ぶ
２つの負の数の和は負の数になる
ことを理解している
１０－６÷(－２)を計算する
加減乗除を含む正の数と負の数の
計算において，計算のきまりにし
たがって計算できる
３月２５日を基準にして３月２３日を負の数で
表す
実生活の場面において，ある数量
が正の数と負の数で表されること
を理解している
評価の観点 問題形式  
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
　　　　を計算する 分数の乗法の計算ができる
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域
９ ３
－ －×
５ ２
x y＋ ＝５x y
６ ３
－ －＋ ＝１
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問題別集計結果 
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６（１） ２(１)ア ○ ○ 42.6 0.5
６（２） ２(１)イ ○ ○ 69.8 0.9
７（１） ２(２)ア ○ ○ 78.9 4.7
７（２） ２(２)ウ ○ ○ 49.7 0.8
８ ２(２)イ ○ ○ 74.5 9.8
９ １(１)ア ○ ○ 21.1 20.2
１０（１） １(１)エ ○ ○ 85.0 7.1
１０（２） １(１)エ ○ ○ 57.6 9.3
１０（３） １(１)イ ○ ○ 35.5 20.3
１１（１） ２(１)イ ○ ○ 76.4 9.8
１１（２） ２(１)イ ○ ○ 56.4 1.7
１２ ２(１)ア ○ ○ 68.1 1.1
１３ ２(１)ウ ○ ○ 63.4 2.1
１４（１） １(１)ア ○ ○ 28.8 9.4
１４（２） １(１)イ ○ ○ 46.1 14.7
１５（１） ２(１)ア ○ ○ 78.2 1.7
１５（２） ２(１)ア ○ ○ 78.7 7.7
 
無
解
答
率
(
％
)
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式  
正
答
率
(
％
)
錯角の位置にある角について正しい記述を選
ぶ 錯角の意味を理解している
n角形の１つの頂点からひいた対角線によっ
て分けられる三角形の数を選ぶ
多角形の内角の和の求め方を理解
している
証明で用いられている三角形の合同条件を書
く
証明の根拠として用いられている
三角形の合同条件を理解している
与えられた方法で作図された四角形が，いつ
でも平行四辺形になることの根拠となる事柄
を選ぶ
作図の手順を読み，根拠として用
いられている平行四辺形になるた
めの条件を理解している
事柄「∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢ
ならば，ＡＢ＝ＣＢである。」の仮定をすべて
書く
命題の仮定と結論を区別し，与え
られた命題の仮定を読み取ること
ができる
長方形の縦の長さと面積の関係を，「…は…
の関数である」という形で表現する 関数の意味を理解している
比例 y＝４x  について，x  の値が３のときの y
の値を求める
与えられた比例の式について，
xの値に対応するyの値を求めるこ
とができる
比例のグラフから式を求める
与えられた比例のグラフから，
xとyの関係を y＝axの式で表すこ
とができる
反比例の表から比例定数を求める 与えられた反比例の表において，比例定数の意味を理解している
一次関数のグラフの傾きと切片の値を基に，
式で表すことができる
一次関数のグラフの傾きと切片の
値を基に，xとyの関係を y＝ax＋b
の式で表すことができる
変化の割合が２である一次関数の関係を表し
た表を選ぶ
与えられた一次関数の表におい
て，変化の割合の意味を理解して
いる
線香が燃えるときの時間と長さの関係を表し
たグラフを基に，２cm燃えるときの時間を
選ぶ
具体的な事象における２つの数量
の変化や対応を，グラフから読み
取ることができる
さいころを投げるときに「同様に確からし
い」ことについての正しい記述を選ぶ
「同様に確からしい」ことの意味
を理解している
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り出
すとき，その玉が赤玉である確率を求める
簡単な場合について，確率を求め
ることができる
二元一次方程式が表すグラフを選ぶ
二元一次方程式を関数を表す式と
みて，そのグラフの傾きと切片の
意味を理解している
反復横とびの記録の範囲を求める 範囲の意味を理解している
６月１日から30日までの記録を表した度数分
布表から，ある階級の相対度数を求める
与えられた度数分布表について，
ある階級の相対度数を求めること
ができる
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【数学Ｂ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,024,165 人 7.3 問/15 問 48.7％ 7.0 問 3.3 6 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域 
数と式  3 47.2 
図形  6 47.8 
関数  3 51.5 
資料の活用  3 49.4 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方 10 37.4 
数学的な技能  3 62.1 
数量や図形などについての
知識・理解  2 85.3 
問題形式 
選択式  4 54.2 
短答式  6 67.0 
記述式  5 22.5 
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問題別集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
数
と
式
図
形
関
数
資
料
の
活
用
数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
数
学
的
な
技
能
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１（１） １(１)イ ○ ○ 68.0 0.2
１（２） １(１)イ ○ ○ 14.8 17.3
１（３） １(１)イ ○ ○ 53.2 0.3
２（１） １(２)ア ○ ○ 80.8 1.3
２（２） １(２)ア ○ ○ 45.2 8.0
２（３） １(２)ア ○ ○ 15.5 22.8
３（１） １(１)ウ ○ ○ 91.0 3.4
３（２） ２(１)イ,エ ○ ○ 19.1 32.8
３（３） ２(１)イ ○ ○ 44.6 17.0
４（１） ２(２)イ,ウ ○ ○ 45.0 19.8
４（２） ２(１)ア ○ ○ 61.0 10.7
４（３）
２(１)
ア
２(２)
ウ
○ ○ 44.9 0.9
５（１） １(１)ア ○ ○ 79.6 5.8
５（２） １(１)ア,イ ○ ○ 50.6 0.8
５（３） １(１)イ ○ ○ 18.0 30.6
「４２０分未満より４２０分以上の女子の方が,
合計点が高い傾向にある」と主張できる理由
を，グラフの特徴を基に説明する
資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明
することができる
∠ＢＡＤと∠ＣＢＥが２０°のとき，∠ＢＥＡの
大きさを求める
付加された条件の下で，図形の性
質を用いることができる
点Ｄと点ＥをＢＤ＝ＣＥの関係を保ったまま動
かしたとき，∠ＢＦＤの大きさについて，正し
い記述を選ぶ
証明した事柄を用いて，新たな性
質を見いだすことができる
１週間の総運動時間が４２０分のとき，含まれ
る階級の度数を求める
資料から必要な情報を適切に読み
取ることができる
与えられた式から，aの変域に対応するbの変
域を求める
数学的な表現を事象に即して解釈
し，的確に処理することができる
２つの角の大きさが等しいことを，三角形の
合同を利用して証明する
筋道を立てて考え，証明すること
ができる
全校生徒の女子の中で，若菜さんの1週間の
総運動時間が長い方かどうかを判断するため
の根拠となる値として適切なものを選ぶ
与えられた情報から必要な情報を
選択し，事象に即して解釈するこ
とができる
六角形を n 個つくるのに必要なストローの本
数を，６＋５（n－１）という式で求めるこ
とができる理由を説明する
事象と式の対応を的確に捉え，事
柄が成り立つ理由を説明すること
ができる
与えられた表やグラフから，５月３１日から
４日経過したときに貯水量が２８２０万m3で
あったことを表す点を求める
与えられた表やグラフから，必要
な情報を適切に読み取ることがで
きる
与えられた表やグラフを用いて，貯水量が
１５００万m3になるまでに５月３１日から経過
した日数を求める方法を説明する
事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる
与えられた模様となるような万華鏡を作りた
いときに，その基となる正三角形の模様を選
ぶ
与えられた模様について，図形の
移動に着目して観察し，対称性を
的確に捉えることができる
六角形を５個つくるのに必要なストローの本
数を求める
問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる
六角形を n 個並べて６本ずつ囲んだときに，
２回数えているストローを n を用いた式で表
す
与えられた説明の筋道を読み取
り，事象を数学的に表現すること
ができる
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
隣り合う４枚の正三角形の真ん中の１枚をあ
る模様としたときに，残りの３枚にできる模
様を選ぶ
事象を図形間の関係に着目して観
察し，対称性を的確に捉えること
ができる
四角形ＡＢＣＤの模様が１回の回転移動によっ
て四角形ＢＥＦＧの模様に重なるとき，どのよ
うな回転移動になるかを説明する
２つの図形の関係を回転移動に着
目して捉え，数学的な表現を用い
て説明することができる
評価の観点 問題形式
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域
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○ 中学校において，数学Ａと数学Ｂの正答数に高い相関（相関係数 0.804）が見られる。
○ 「数学Ａは平均以上」かつ「数学Ｂは平均未満」の生徒の割合は 13.4％，「数学Ａは
平均未満」かつ「数学Ｂは平均以上」の生徒の割合は 4.6％となっている。前者の生
徒は後者の生徒の２倍以上いる。
■数学Ａと数学Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
数学Ａの正答数，数学Ｂの正答数，正答生徒数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
正答数（数学Ａ）×正答数（数学Ｂ）
数学Ａ・数学Ｂ
ともに平均以上
数学Ａは平均以上
数学Ｂは平均未満
数学Ａは平均未満
数学Ｂは平均以上
数学Ａ・数学Ｂ
ともに平均未満
生徒の正答数分布状況（上段：生徒数　下段：生徒数の割合(％)）
相関係数全国（国公私立）数学Ｂ平均正答数
全国（国公私立）
数学Ａ平均正答数
1,023,579 23.5 7.3
433,242
生徒数
0.804
42.3 13.4 4.6 39.7
46,871136,655 406,811
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（４）地域の規模等の状況 
 
［数学Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
［数学Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県・指定都市の状況 
 
［数学Ａ］                  ［数学Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
      
 
      
 
 
 
 
 
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，28 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，28 年度同様，ほ
とんどの都道府県・指定都市が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
23.3 / 36
23.4 / 36
23.5 / 36
23.1 / 36
22.7 / 36
22.4 / 36
中核市 150,174 65.3 25.0 8.4
その他の市 494,547 64.1 24.0 8.4
64.6 25.0 8.5
へき地 15,148 62.2 23.0 8.2
町村 89,551 63.0 24.0 8.4
大都市 239,047 65.1 25.0 8.6
生徒数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
全国（公立） 982,811
7.2 / 15
7.3 / 15
7.3 / 15
7.1 / 15
7.0 / 15
6.8 / 15
町村 89,537 46.5 7.0 3.2
中核市 150,167 48.6 7.0 3.3
その他の市 494,549 47.5 7.0 3.2
45.6 7.0 3.1へき地 15,149
大都市 239,043 48.8 7.0 3.3
生徒数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
全国（公立） 982,786 48.1 7.0 3.3
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
65% 73%【+8%】
58%
【-7%】
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
48% 54%【+6%】
42%
【-6%】
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（６）教育委員会の状況 
 
［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
 
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）     正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
     
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 
見ると，28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。  
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。 
23.0 / 36
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
1,775 63.9 63.9 6.6 7.1 / 15
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
1,775 47.4 47.0 6.4
23.2 / 369,981 64.4 64.6 9.0
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
7.2 / 159,981 48.1 47.7 8.4
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［数学Ａ］                 ［数学Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）      
 
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答
数について見ると，28 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
23.3 / 36
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
982,811 64.6 25.0 8.5
30.9 / 3610,107 85.8 32.0 5.0
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
11.0 / 1510,106 73.1 11.0 2.7
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
9.2 / 1531,273 61.2 10.0 3.2
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
27.0 / 36
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
31,271 75.1 29.0 6.5
7.2 / 15982,786 48.1 7.0 3.3
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，分
析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定す
る条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，児童生徒一
人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示してい
ます。
解答類型と反応率
分析結果と課題
調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月中旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」
※図はイメージです。
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを設問ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照）
※ 複数の設問に関連するポイントに
ついては，「本問題全体の学習指導
に当たって」として記述しています。
分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者
等を示しています。
学習指導に当たって
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調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月中旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」
※図はイメージです。
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを設問ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照）
※ 複数の設問に関連するポイントに
ついては，「本問題全体の学習指導
に当たって」として記述しています。
分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者
等を示しています。
学習指導に当たって
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）中学校 数学Ａ
-24-
３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）中学校 数学Ａ
??
?
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数学Ａ１ 分数の乗法の計算・正の数と負の数とその計算
出題の趣旨
分数の乗法・除法の計算ができるかどうかをみる。
正の数と負の数の四則計算とその意味について理解しているかどうかをみる。
正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付けて理解しているかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
分数の乗法の計算ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔小学校第６学年〕 Ａ 数と計算
(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるよ
うにする。
イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (1) １ と解答しているもの。 87.6 ◎
２ と解答しているもの。 3.0
９ 上記以外の解答 8.2
０ 無解答 1.2
分析結果と課題
○ 正答率は 87.6％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H23Ａ１(1) を計算する 未実施 P.14～ P.16 未実施
H25Ａ１(1) を計算する 83.7％ P.14～ P.15 P.24～ P.25
H28Ａ１(1) を計算する 67.8％ P.14～ P.16 P.24～ P.26
学習指導に当たって
○ 分数や小数を含む計算ができるようにする
分数や小数を含む計算は，正の数と負の数の学習だけでなく，文字式や方程式，比例，反
比例や一次関数などの学習の基盤となるため，確実にできるように指導することが引き続き
大切である。
５
７A
３
４
５
８
A ３
４
２
５
A０.６
１０
２７
１０
３
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設問(２)
趣旨
２つの負の数の和は負の数になることを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
イ 小学校で学習した数の四則計算と関連付けて，正の数と負の数の四則計算の意味
を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (2) １ ア と解答しているもの。（a＋ b） 70.1 ◎
２ イ と解答しているもの。（a－ b） 20.3
３ ウ と解答しているもの。（a× b） 4.7
４ エ と解答しているもの。（a÷ b） 4.5
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は 70.1％ である。
○ 誤答については，「イ a－ b」を選択した解答類型２の反応率が 20.3％ である。この
中には，減法の計算結果はひかれる方の負の数よりも小さくなると捉えている生徒がいると
考えられる。
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学習指導に当たって
○ 正の数と負の数の四則計算の意味を理解できるようにする
正の数と負の数の四則計算の意味について理解できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，a＋ b，a－ b，a× b，a÷ b の計算結果を考えるた
めに a や b に様々な負の数を代入して計算し，４つの中で計算結果が必ず負の数になるも
のを確認する活動を取り入れることが考えられる。その際，a－ b の計算結果が正の数にな
る２つの負の数を例示する場面を設定することが考えられる。
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設問(３)
趣旨
加減乗除を含む正の数と負の数の計算において，計算のきまりにしたがって，計算で
きるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (3) １ １３ と解答しているもの。 76.2 ◎
２ ７ と解答しているもの。 10.4
３ －２ と解答しているもの。 5.5
４ ２ と解答しているもの。 1.1
９ 上記以外の解答 5.7
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ 正答率は 76.2％ である。
○ 誤答については，「７」と解答した解答類型２の反応率が 10.4％ である。この中には，
－６÷（－２）を先に計算した上で，１０－３＝７ と計算した生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(4) ８－５×（－６）を計算する 77.8％ P.16～ P.19 P.141，P.145
H23Ａ１(4) ３－２×（－４）を計算する 未実施 P.14～ P.18 未実施
H27Ａ１(2) １２－２×（－６）を計算する 84.1％ P.14，P.16， P.24，P.26P.20
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学習指導に当たって
○ 正の数と負の数の範囲で，計算のきまりにしたがって計算できるようにする
正の数と負の数の範囲において，計算のきまりにしたがって確実に計算できるように指導
することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，誤りのある計算を示し，正しい計算の仕方を確認する
場面を設定することが考えられる。
１０－６÷（－２）
＝１０－３
＝７
＜誤りのある計算例＞
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設問(４)
趣旨
実生活の場面において，ある数量が正の数と負の数で表されることを理解しているか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則計算ができるよう
にするとともに，正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。
ア 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。
エ 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (4) １ －２ と解答しているもの。 89.7 ◎
２ ＋２ と解答しているもの。 0.6
９ 上記以外の解答 7.0
０ 無解答 2.7
分析結果と課題
○ 正答率は 89.7％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2) 正の数と負の数で表した２つの市の最低気 77.6％ P.16～ P.18 P.194，P.196
温の差を求める
H22Ａ１(3) 図書館から借りた本の冊数について， 86.1％ P.15～ P.18 P.178，P.181
１５０冊を基準にして１２８冊を負の数で表す
H25Ａ１(4) 東京の時刻を基準にして，東京とカイロの 65.6％ P.14， P.24，
時差を表す P.17～ P.18 P.27～ P.28
H26Ａ１(4) 大縄跳びの跳んだ回数について，３５回を 91.3％ P.14， P.24，
基準にして３８回を正の数で表す P.17～ P.19 P.28～ P.29
ある日の最低気温を基準にして，その前日 P.14， P.24，H27Ａ１(4) の最低気温との差から，前日の最低気温を 75.8％ P.18～ P.20 P.28～ P.29
求める
H28Ａ１(4) 今日の水位が１週間前の水位からどれだけ 69.6％ P.14～ P.15， P.24，
高くなったかを求める式を選ぶ P.19～ P.20 P.29～ P.30
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.26～ P.27
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.22
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学習指導に当たって
○ 正の数と負の数の必要性と意味を，実生活の場面に結び付けて理解できるようにする
実生活の様々な場面における数量やその変化について，正の数と負の数を用いて表す場面
を設定し，正の数と負の数の必要性と意味について理解できるように指導することが引き続
き大切である。
本設問を使って授業を行う際には，ある年の開花日を基準として設定し，他の年の開花日
が基準とする開花日と比べてどのくらい早いか遅いかを正の数と負の数を用いて表す場面を
設定することが考えられる。
※出典等
本設問の表は，気象庁ウェブページの生物季節観測のデータを基に作成したものである。
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数学Ａ２ 文字式の計算とその利用
出題の趣旨
数量の関係や法則などを文字式に表したり，文字式の意味を読み取ったりすることができ
るかどうかをみる。
文字式の計算ができるかどうかをみる。
目的に応じて，簡単な式を変形することができるかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
数量の関係を文字式で表すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し，式を
用いて表したり読み取ったりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (1) １ と解答しているもの。 53.1 ◎
２ a÷５ と解答しているもの。 4.3 ○
３ と解答しているもの。 10.9
４ ５÷ a と解答しているもの。 2.6
５ ５a と解答しているもの。 7.8
９ 上記以外の解答 13.5
０ 無解答 7.8
正答率 57.4
分析結果と課題
○ 正答率は 57.4％ であり，数量の関係を文字式で表すことに課題がある。
○ 誤答については，わる数とわられる数を逆に解答した解答類型３，４の反応率を合わせる
と 13.5％ である。これらの中には，針金の重さが長さに比例するという関係を捉えること
ができず，問題文に登場する数量の順に５ｍを aｇでわればよいと捉えた生徒がいると考え
られる。
誤答である解答類型９の反応率は 13.5％ である。この中には，文字を用いた式について
理解していないとみられる「５a÷÷５」，「a」，「a＝５」などの解答がある。
a
５
５
a
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ２(3) a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを， 33.7％ P.19， P.29，a，bを用いた式で表す P.21～ P.24 P.32～ P.33
赤いテープの長さが aｃｍで，白いテープ P.21～ P.22，
H27Ａ２(2) の長さの 倍のとき，白いテープの長さ 23.6％ P.24～ P.25， P.30～ P.34
を aを用いた式で表す P.28
H28Ａ２(1) ある数を３でわると，商が a で余りが２に 33.6％ P.21～ P.23， P.31～ P.33
なるとき，ある数を aを用いた式で表す P.28
学習指導に当たって
○ 数量の関係や法則などを文字式で表すことができるようにする
具体的な数や言葉を使った式を利用して数量の関係を捉え，その関係を文字式で表すこと
ができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，針金の重さ「a ｇ」を具体的な数に置き換えて針金の
重さと長さの関係を捉える活動を取り入れることが考えられる。その際，a ＝１００ とする
と，５ｍのとき１００ｇであることから，１０ｍのとき２００ｇであることなどを確認した上で，
針金１ｍあたりの重さが言葉を使った式「（針金の重さ）÷（針金の長さ）」で表されること
を見いだし，２つの数量の関係を文字式で表すことができるように指導することが大切であ
る。また，針金１ｇあたりの長さについて文字式で表す活動を取り入れることも考えられる。
３
５
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設問(２)
趣旨
与えられた文字式の意味を，具体的な事象の中で読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し，式を
用いて表したり読み取ったりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (2) ア と解答しているもの。
１ （１個１００円のガムを１個と，１個２０円のあめを a個買ったとき 3.6
の代金は b円）
２
イ と解答しているもの。
15.0
（１個１００円のガムを２０円引きで a個買ったときの代金は b円）
ウ と解答しているもの。
３ （１個１００円のガムと１個２０円のあめを，それぞれ a個ずつ 3.0
買ったときの代金は b円）
４
エ と解答しているもの。
76.1 ◎
（１００円で１個２０円のあめを a個買ったときのおつりは b円）
オ と解答しているもの。
５ （１００円で１個２０円のあめを１個と１個 a 円のガムを１個買った 2.0
ときのおつりは b円）
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.3
分析結果と課題
○ 正答率は 76.1％ である。
○ 誤答については，「イ １個１００円のガムを２０円引きで a 個買ったときの代金は b 円で
した。」を選択した解答類型２の反応率が 15.0％ である。この中には,１００－２０a を
（１００－２０）a と捉えている生徒がいると考えられる。
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（参考）
※関連する問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(3) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 63.9％ P.20～ P.23 P.146，P.149
が表す量を選ぶ
H20Ａ２(5) ３a＋４bで表される事象を選ぶ 32.7％ P.20～ P.23 P.198，P.204～ P.205
H25Ａ２(2) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 67.9％ P.19，P.21， P.29～ P.31
が表す量を選ぶ P.24
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H26Ａ８ 答えが１００－２０×４の式で求められる問 81.2％ P.38～ P.39 P.50～ P.51
題を選ぶ
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学習指導に当たって
○ 事柄や数量の関係を文字式で表したり，その文字式の意味を読み取ったりすること
ができるようにする
様々な問題解決の場面で文字式を利用する際に，事象における数量の関係や法則を文字式
で表したり，文字式で表された事柄や数量の関係を読み取ったりすることができるように指
導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，買い物の場面において，１００－２０a＝ b の式で表さ
れる数量の関係を捉える場面を設定することが考えられる。その際，２０a や １００－２０a
などの式の意味を解釈する活動を取り入れることが大切である。なお，代金やおつりなどの
関係を，具体的な数や言葉を使った式で表したり，線分図などで表したりする活動を取り入
れることも考えられる。
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設問(３)
趣旨
整式の加法と減法の計算ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (3) １ －４x＋８y と解答しているもの。 78.8 ◎
２ －４x＋２y と解答しているもの。 6.4
３ 単項式を解答しているもの。 2.0
９ 上記以外の解答 11.2
０ 無解答 1.6
分析結果と課題
○ 正答率は 78.8％ である。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 11.2％ である。この中には，ひく方の式の各項の符号
を変える際に誤ったとみられる「８x＋８y」という解答がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(1) (２x＋７y)－２(x－３y)を計算する 73.5％ P.20～ P.23 P.146～ P.147
H24Ａ２(1) (７x＋５y)－(５x＋２y)を計算する 78.5％ P.19～ P.22， P.216～ P.218P.24～ P.25
H25Ａ２(1) ２（５x＋９y)－５(２x＋３y)を計算する 82.1％ P.19～ P.20， P.29～ P.30P.24
H28Ａ２(2) (２x＋５y)＋３(x－２y)を計算する 84.3％ P.21～ P.22， P.31，P.34P.24，P.28
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学習指導に当たって
○ 文字式の計算ができるようにする
文字式の計算が確実にできるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，誤りのある計算を示し，正しい計算の仕方を確認する
場面を設定することが考えられる。
（２x＋５y）－（６x－３y）
＝２x＋５y＋６x＋３y
＝８x＋８y
＜誤りのある計算例＞
（２x＋５y）－（６x－３y）
＝２x＋５y－６x－３y
＝－４x＋２y
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設問(４)
趣旨
等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (4) １ と解答しているもの。 57.0 ◎
２ と解答しているもの。 4.8
３ と解答しているもの。 1.6
４ と解答しているもの。 0.6
５ と解答しているもの。 0.7
６ － x－３ と解答しているもの。 0.4
７ － x＋１ と解答しているもの。 0.5
８ など数値を解答しているもの。 6.8
９ 上記以外の解答 19.1
０ 無解答 8.5
分析結果と課題
○ 正答率は 57.0％ であり，等式を目的に応じて変形することに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 19.1％ である。この中には，文字を含む項のみに着目
したとみられる
「
」
という解答がある。
PxO１
４
P
xO１
４
xO１
４
PxO １
４
P １
４
xO１
１
４
P
x
４
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Sx １
２
ah
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) 等式 ２x＋３y＝９ を yについて解く 57.1％ P.20～ P.23 P.146，P.150～ P.151
H20Ａ２(4) 等式 x＋２y＝６ を yについて解く 55.0％ P.20～ P.24 P.198，P.202～ P.203
H21Ａ２(4) 等式 を aについて解く 45.7％ P.20～ P.24 P.232，P.237～ P.238
H22Ａ２(5) 等式 ２x＋ y＝５ を yについて解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189
H23Ａ２(4) 等式 ３x＋ y＝７ を yについて解く 未実施 P.19～ P.23 未実施
H27Ａ２(3) 等式 ２x－ y＝５ を yについて解く 65.0％ P.21～ P.22， P.30～ P.31，P.26，P.28 P.35～ P.36
H28Ａ２(4) 等式 S＝ ah を hについて解く 68.7％ P.21～ P.22， P.31，P.26～ P.28 P.37～ P.38
学習指導に当たって
○ ある文字について解くことの意味を理解し，等式を変形することができるようにする
等式の変形は，方程式を解いたり，二元一次方程式を関数関係を表す式とみて考察したり
する際に必要であることから，ある文字について解くことの意味を理解しながら確実にでき
るように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，数量関係が x＋４y＝１ で表される具体的な場面を
設定し，等式を変形する目的を明確にして x や y について解く活動を取り入れることが考
えられる。その際，等式の性質を根拠にして等式を変形することができるように指導するこ
とが大切である。
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数学Ａ３ 方程式の解き方とその利用
出題の趣旨
一元一次方程式や連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
具体的な事象における数量の関係を捉え，一元一次方程式をつくることができるかどう
かをみる。
二元一次方程式とその解の意味を理解しているかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
簡単な一元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。
ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (1) １ －５ と解答しているもの。 83.2 ◎
２ ５ と解答しているもの。 3.6
３ と解答しているもの。 0.1
４ と解答しているもの。 0.0
９ 上記以外の解答 6.9
０ 無解答 6.2
分析結果と課題
○ 正答率は 83.2％ であり，相当数の生徒ができている。
１５
１１
P １５
１１
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(2) 一元一次方程式 ４（x＋５）＝８０ を解く 83.6％ P.24～ P.27 P.152，P.154
H20Ａ３(1) 一元一次方程式 －５x ＋７＝－ x ＋３１ 78.4％ P.25～ P.29 P.206～ P.207
を解く
H21Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 53.5％ P.25～ P.29 P.239，P.241～ P.242
H22Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.6％ P.24～ P.28 P.190～ P.191，P.194
H23Ａ３(1) 一元一次方程式 ０．１x＋１＝１．５ を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
H25Ａ３(1) 一元一次方程式 ３x＋７＝９ を解く 74.4％ P.26～ P.27， P.36～ P.38P.30
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.5％ P.31～ P.32， P.38～ P.40P.37
一元一次方程式 １．２x －６＝０．５x ＋１ P.29， P.38，H27Ａ３(2)
を解く
74.4％ P.31～ P.32， P.41～ P.42P.35
H28Ａ３(1) 一元一次方程式 x ＋１２＝－２x を解く 71.9％ P.29～ P.31， P.39～ P.41P.35
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.26～ P.27
学習指導に当たって
○ 等式の性質を基にして，一元一次方程式を解くことができるようにする
方程式を解く過程やその結果を確認する場面を設定し，等式の性質に基づいて解を求める
ことができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，方程式 ４x ＝７x ＋１５ を解く過程での式変形が，
等式の性質に基づいて行われていることを確認するとともに，求めた解をもとの方程式の両
辺の xに代入し，両辺の式の値が等しくなることを確認する活動を取り入れることが考えら
れる。
xO１
５
x２
３
４
xx １
４
xP７
xP１
３
x２
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設問(２)
趣旨
具体的な場面で，一元一次方程式をつくることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。
ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (2) y＝６x＋１６
６x＋１６＝８x－４ または と解答しているもの。
１
y＝８x－４
53.6 ◎
（同値な式であればよい。枚数は y と異なる文字で表していても
よい。以下同様。）
y＝６x－１６
3.6２ ６x－１６＝８x＋４ または と解答しているもの。y＝８x＋４
３ または と解答しているもの。 0.3
４ 上記以外の一元一次方程式を解答しているもの。 8.5
５ ６x＋１６ または ８x－４ を解答しているもの。 4.4
９ 上記以外の解答 13.6
０ 無解答 16.2
分析結果と課題
○ 正答率は 53.6％ であり，具体的な場面で，一元一次方程式をつくることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.6％ である。この中には，方程式の意味を理解して
いないとみられる「（６x＋１６）＋（８x－４）」という解答がある。
○ 無解答率は 16.2％ である。
１
６
x＋１６x １
８
xP４
yx １
６
xO１６
yx １
８
xP４
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27 P.152，P.154～ P.155
H20Ａ３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 60.5％ P.25～ P.28 P.206，P.208～ P.209
H21Ａ３(3) 一元一次方程式をつくるために，着目する 36.3％ P.25～ P.29 P.239，
数量を書く P.243～ P.245
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.190～ P.191，
H22Ａ３(4)
る数量を選び，式で表す
73.4％ P.24～ P.28 P.196，
P.198～ P.199
H23Ａ３(2) ２通りで表される数量を文字を用いた式で 未実施 P.25～ P.29 未実施
表し，一元一次方程式をつくる
H25Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 83.1％ P.26， P.36，P.29～ P.31 P.39～ P.40
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(3)
る数量を選び，式で表す
74.7％ P.33～ P.34， P.41～ P.43P.37
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.29， P.38，H27Ａ３(3)
る数量を表した式を選ぶ
46.1％ P.32～ P.33， P.43～ P.44P.36
（参照）「４年間のまとめ【中学校編】」P.30～ P.31，P.118～ P.121，P.150，
P.152～ P.153
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学習指導に当たって
○ 着目する数量を見いだし，一元一次方程式をつくることができるようにする
ある特定の量に着目して線分図や表などに数量の関係を表し，等しい関係を見いだす場面
を設定し，問題解決の場面で数量の関係を捉え，一元一次方程式をつくることができるよう
に指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，折り紙の枚数に着目し，線分図などを利用して数量の
関係を捉え，生徒の人数を x人とするとき，折り紙の枚数は ６x＋１６ と ８x－４ の
２通りに表すことができることや，それらが等しい関係にあることから，等号を用いて方程
式に表せることを確認する場面を設定することが考えられる。
折り紙の枚数
１６枚
４枚
（６x＋１６）枚
（８x－４）枚
８x 枚
６x 枚
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設問(３)
趣旨
二元一次方程式の解の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
ア 二元一次方程式とその解の意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (3)
１
ア と解答しているもの。
9.8
（x＝１，y＝１ の１組だけが，x＋ y＝２ の解である。）
イ と解答しているもの。
２ （x＋ y＝２を成り立たせる整数 x，yの値の組だけが，x＋ y＝２ 22.3
の解である。）
ウ と解答しているもの。
３ （x＋ y＝２を成り立たせる x，yの値の組すべてが，x＋ y＝２ の 60.2 ◎
解である。）
４ エ と解答しているもの。（x＋ y＝２ の解はない。） 6.7
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.9
分析結果と課題
○ 正答率は 60.2％ であり，二元一次方程式の解の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「イ x ＋ y ＝２ を成り立たせる整数 x，y の値の組だけが，x ＋ y ＝２
の解である。」を選択した解答類型２の反応率が 22.3％ である。この中には，解が複数あ
ることは理解しているが，整数の値の組だけが解であると捉えている生徒がいると考えられ
る。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ３(3) 二元一次方程式 x － y ＝１の解について 59.1％ P.25～ P.28 P.206，P.210
正しい記述を選ぶ
H25Ａ３(2) ２x ＋ y ＝６の解となる x，y の値の組を 78.2％ P.26，P.28， P.36，
選ぶ P.31 P.38～ P.39
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学習指導に当たって
○ 二元一次方程式の解の意味を理解できるようにする
二元一次方程式の文字に様々な数を代入し，二元一次方程式を成り立たせる文字の値の組
を探す活動を通して，二元一次方程式の解の意味を理解できるように指導することが大切で
ある。
例えば，二元一次方程式 x＋２y＝３ は，x＝１，y＝１ であれば成り立つが，
x＝１，y ＝２ では成り立たないことを，x ＋２y の式の値を基に判断できることを確認す
る場面を設定することが考えられる。その上で，二元一次方程式 x ＋２y ＝３ の x に整数
だけでなく分数や小数も代入して y についての方程式をつくり，解となる x，y の値の組を
求める活動を取り入れることが考えられる。この活動を通して，二元一次方程式を成り立た
せる x，yの値の組は無数にあることを理解できるようにすることが大切である。
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設問(４)
趣旨
簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 数と式
(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (4) １ （x＝）４，（ y＝）１ と解答しているもの。 63.0 ◎
２ xの値のみを正しく解答しているもの。 1.0
３ yの値のみを正しく解答しているもの。 1.3
４ （x＝）１，（ y＝）４ と解答しているもの。 1.7
５ （x＝）９，（ y＝）－４ と解答しているもの。 4.9
９ 上記以外の解答 13.7
０ 無解答 14.4
分析結果と課題
○ 正答率は 63.0％ であり，簡単な連立二元一次方程式を解くことに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.7％ である。この中には，x ＋ y ＝５ のみを満た
す x，yの値の組を求めたとみられる「（x＝）６，（y＝）－１」や「（x＝）３，（y＝）２」
という解答がある。
○ 無解答率は 14.4％ である。
-52-
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x＋７y＝３H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x＋３y＝１
y＝３x－１H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x＋２y＝１６
２x－３y＝１H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x＋２y＝８
３x＋２y＝９ P.190～ P.191，H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28x＋ y＝４ P.195
y＝２x－１H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施y＝ x＋３
a＋ b＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a＋ b＝１１ P.31 P.226～ P.227
y＝３x－２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％y＝２x＋３ P.35～ P.37 P.44～ P.45
４x＋２y＝５ P.29，P.34， P.38，H27Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 57.9％x＋ y＝２ P.36 P.45～ P.46
学習指導に当たって
○ 連立二元一次方程式を工夫して解くことができるようにする
連立二元一次方程式を解く場面において，２つの文字のうち一方の文字を消去して一元一
次方程式に帰着させればよいという考え方を理解し，加減法や代入法を用いて工夫して解く
ことができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，加減法や代入法を用いて解き，それぞれの解き方を比
較して，加減法と代入法に共通する考え方を理解したり，それぞれの解き方のよさを実感し
たりすることができる場面を設定することが考えられる。その際，求めた x，y の値をもと
の連立二元一次方程式の x，y に代入し，２つの二元一次方程式が成り立つことを確認する
活動を取り入れることが大切である。また，誤って変形した例を示し，誤りを指摘し修正す
ることができるように指導することも考えられる。
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数学Ａ４ 角の二等分線の作図・平行移動・扇形の弧の長さ
出題の趣旨
基本的な作図が図形の対称性を基に行われていることを理解しているかどうかをみる。
図形を平行移動したり，対称移動したり，回転移動したりすることができるかどうかをみる。
扇形の弧の長さや面積を求めることができるかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
角の二等分線の作図が図形の対称性を基に行われていることを理解しているかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
ア 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，
それを具体的な場面で活用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (1)
１
ア と解答しているもの。
68.0 ◎
（直線ＯＰを対称の軸とする線対称な図形）
２
イ と解答しているもの。
4.5
（直線ＯＸを対称の軸とする線対称な図形）
３
ウ と解答しているもの。
7.7
（点Ａと点Ｂを通る直線を対称の軸とする線対称な図形）
４
エ と解答しているもの。
8.8
（点Ｏを対称の中心とする点対称な図形）
オ と解答しているもの。
５ （点Ａと点Ｂを通る直線と直線ＯＰの交点を対称の中心とする点対 10.1
称な図形）
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.0
分析結果と課題
○ 正答率は 68.0％ であり，角の二等分線の作図方法を，図形の対称性に着目して見直すこ
とに課題がある。
○ 誤答については，「オ 点Ａと点Ｂを通る直線と直線ＯＰの交点を対称の中心とする点対
称な図形」を選択した解答類型５の反応率が 10.1％ である。この中には，四角形ＡＯＢＰ
の対角線とその交点に着目しているが，健太さんの作図の方法によってできる点や線分の特
徴を基に四角形ＡＯＢＰの対称性を捉えることができなかった生徒がいると考えられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ４(2) 垂線の作図で利用されている図形の性質を 52.1％ P.30～ P.32 P.212，P.215
選ぶ
H23Ａ４(1) 垂線の作図で利用されている図形の性質を 未実施 P.30～ P.33 未実施
選ぶ
角の二等分線で利用されている図形の性質
P.32～ P.33，
H25Ａ４(2)
を選ぶ
49.6％ P.35～ P.36， P.41～ P.44
P.38
H27Ａ４(1) 垂線の作図で利用されている図形の性質を 59.6％ P.37～ P.39， P.47～ P.49
選ぶ P.41
学習指導に当たって
○ 見通しをもって作図したり，作図の方法を見直したりすることができるようにする
基本的な作図の基となっている図形の対称性を捉える場面を設定し，基本的な作図におい
て，見通しをもって作図したり，作図の方法を見直したりすることができるように指導する
ことが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，作図の方法に基づいて角の二等分線を作図した後，作
図の方法を振り返る場面を設定することが考えられる。例えば，四角形ＡＯＢＰにおいて，
健太さんの作図の方法①からＯＡ＝ＯＢ，②，③からＡＰ＝ＢＰになることを確認すること
を通して，直線ＯＰを対称軸とする線対称な図形が作図されたと捉えることができるように
指導することが大切である。
また，他の基本的な作図においても，図形の対称性を基にしていることを見いだす活動を
取り入れることが考えられる。その際，対称軸を明確にして根拠を説明することが大切であ
る。
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設問(２)
趣旨
平行移動した図形をかくことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調
べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (2) 下の図の位置に，△ＡＢＣを，点Ａを点Ｐに移すように平行移動し
た図形をかいているもの。
（図をかくための線分や，線の多少のゆがみは不問。以下同様。）
１ 90.8 ◎
下の図の位置に，△ＡＢＣを，点Ｂを点Ｐに移すように平行移動し
た図形をかいているもの。
２ 0.3
A
B C
P
A
B C
P
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学習指導に当たって
○ 平面上にかかれた図形を，きまりにしたがって移動し，移動前と移動後の２つの図
形の関係を捉えることができるようにする
ある図形がきまりにしたがって移動していることを視覚的に捉えたり，移動前と移動後の
２つの図形の関係を捉えたりすることができるように指導することが大切である。
例えば，ある図形を紙で作って実際に移動させたり，コンピュータを利用して移動させた
りするなどして，図形の平行移動，対称移動，回転移動を視覚的に捉える活動を取り入れる
ことが考えられる。また，移動前と移動後の図形の関係を考察することで，平行移動では，
移動前と移動後の図形を比べると，対応する辺が平行になっていることや，対応する点を結
ぶ線分がすべて平行で長さが等しくなっていることなど，それぞれの移動の性質を見いだす
ことができるようにすることも大切である。
さらに，移動前と移動後の図形をあらかじめ提示して，２つの図形の構成要素同士の関係
を捉えながら，一方を他方に重ねるにはどうしたらよいかを考察し，説明する活動を取り入
れることも大切である。その際，本年度【中学校】数学Ｂ１「万華鏡」で取り上げたように，
万華鏡の中をのぞいたときに見られる模様に移動の性質を見いだし，ある模様を対称移動や
回転移動で他の模様に重ねられることを説明する活動を取り入れることが考えられる。
下の図の位置に，△ＡＢＣを，点Ｃを点Ｐに移すように平行移動し
た図形をかいているもの。
３ 0.0
下の図の位置に，△ＡＢＣを点対称移動した図形をかいているもの。
４ 0.1
５ 上記１～４以外で，△ＡＢＣと合同な三角形をかいているもの。 0.6
６ △ＡＢＣと合同でない三角形をかいているもの。 0.9
９ 上記以外の解答 4.9
０ 無解答 2.4
分析結果と課題
○ 正答率は 90.8％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H27Ａ４(2) △ＡＢＣを，矢印の方向に４ｃｍ平行移動 55.2％ P.37， P.47，
した図形をかく P.39～ P.41 P.50～ P.51
A
B C
P
A
B C
P
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学習指導に当たって
○ 平面上にかかれた図形を，きまりにしたがって移動し，移動前と移動後の２つの図
形の関係を捉えることができるようにする
ある図形がきまりにしたがって移動していることを視覚的に捉えたり，移動前と移動後の
２つの図形の関係を捉えたりすることができるように指導することが大切である。
例えば，ある図形を紙で作って実際に移動させたり，コンピュータを利用して移動させた
りするなどして，図形の平行移動，対称移動，回転移動を視覚的に捉える活動を取り入れる
ことが考えられる。また，移動前と移動後の図形の関係を考察することで，平行移動では，
移動前と移動後の図形を比べると，対応する辺が平行になっていることや，対応する点を結
ぶ線分がすべて平行で長さが等しくなっていることなど，それぞれの移動の性質を見いだす
ことができるようにすることも大切である。
さらに，移動前と移動後の図形をあらかじめ提示して，２つの図形の構成要素同士の関係
を捉えながら，一方を他方に重ねるにはどうしたらよいかを考察し，説明する活動を取り入
れることも大切である。その際，本年度【中学校】数学Ｂ１「万華鏡」で取り上げたように，
万華鏡の中をのぞいたときに見られる模様に移動の性質を見いだし，ある模様を対称移動や
回転移動で他の模様に重ねられることを説明する活動を取り入れることが考えられる。
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設問(３)
趣旨
扇形の弧の長さを求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求める
こと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (3) １ と解答しているもの。 32.2 ◎
２ と解答しているもの。 6.7
３ と解答しているもの。 0.3
４ ５π と解答しているもの。 1.1
５ と解答しているもの。 2.3
６ と解答しているもの。 0.3
９ 上記以外の解答 38.0
０ 無解答 19.1
分析結果と課題
○ 正答率は 32.2％ であり，扇形の弧の長さを求めることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 38.0％ である。この中には，円の面積を求めたとみら
れる「２５π」という解答がある。
○ 無解答率は 19.1％ である。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H24Ａ４(3) 中心角が１２０°の扇形の面積について正し 70.6％ P.32～ P.34， P.232～ P.233，
いものを選ぶ P.37 P.238～ P.239
１０
３
π
２５
３
π
２０
３
π
５
３
π
１０
３
πO１０
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学習指導に当たって
○ 扇形の弧の長さや面積が中心角の大きさに比例することを用いて，それらを求める
ことができるようにする
扇形を円の一部として捉え，弧の長さや面積がその中心角の大きさに比例することを確認
する場面を設定し，扇形の弧の長さや面積を求めることができるように指導することが大切
である。
例えば，円を紙で作って，折ったり切ったりするなどの観察，操作や実験を通して，円と
扇形を関連付け，扇形の弧の長さや面積とその中心角の大きさの関係を捉える活動を取り入
れることが考えられる。
半径５ｃｍの扇形の場合
中心角（度） 弧の長さ（ｃｍ）
６０ ５６０ １０π× ＝ π３６０ ３
１２０ １０１２０ １０π× ＝ π３６０ ３
１８０１８０ １０π× ＝５π３６０
２４０ ２０２４０ １０π× ＝ π３６０ ３
３００ ２５３００ １０π× ＝ π３６０ ３
３６０３６０ １０π× ＝１０π３６０
６０°
５ｃｍ
６０°
５ｃｍ
６０°
５ｃｍ
６０°
５ｃｍ
６０°
５ｃｍ
６０°
５ｃｍ
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数学Ａ５ 空間図形
出題の趣旨
空間における直線や平面の位置関係を理解しているかどうかをみる。
平面図形の運動による空間図形の構成について理解しているかどうかをみる。
見取図に表された空間図形の辺の長さや角の大きさの関係を読み取ることができるかどう
かをみる。
柱体の表面積や体積を求めることができるかどうかをみる。
設問(１)
趣旨
空間における直線と平面の平行について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (1)
１
ＡＢＦＥ，ＡＥＨＤのいずれかを解答しているもの。
67.5 ◎
（記号の順序は不問。以下同様。）
２ 辺ＣＧを含む面（ＢＦＧＣ，ＣＧＨＤ）のいずれかを解答しているもの。 18.0
３ 垂直な面（ＡＢＣＤ，ＥＦＧＨ）のいずれかを解答しているもの。 3.6
４ 平行な辺（ＡＥ，ＢＦ，ＤＨ）のいずれかを解答しているもの。 4.6
５ 垂直な辺（ＢＣ，ＣＤ，ＦＧ，ＧＨ）のいずれかを解答しているもの。 0.2
９ 上記以外の解答 3.1
０ 無解答 2.9
分析結果と課題
○ 正答率は 67.5％ であり，空間における直線と平面の平行についての理解に課題がある。
○ 誤答については，辺ＣＧを含む面を解答した解答類型２の反応率が 18.0％ である。この
中には，直線に平行な面と直線を含む面を混同している生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)① 直方体において，与えられた面に垂直 66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1) 直方体において，与えられた面に垂直 66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
H26Ａ５(1) 直方体の１つの面の対角線を含む直線 81.4％ P.46～ P.48， P.53～ P.55
と平行な面を書く P.52
H27Ａ５(1) 直方体において，与えられた辺に垂直 47.9％ P.42～ P.44， P.52～ P.55
な面を書く P.48
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設問(１)
趣旨
空間における直線と平面の平行について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (1)
１
ＡＢＦＥ，ＡＥＨＤのいずれかを解答しているもの。
67.5 ◎
（記号の順序は不問。以下同様。）
２ 辺ＣＧを含む面（ＢＦＧＣ，ＣＧＨＤ）のいずれかを解答しているもの。 18.0
３ 垂直な面（ＡＢＣＤ，ＥＦＧＨ）のいずれかを解答しているもの。 3.6
４ 平行な辺（ＡＥ，ＢＦ，ＤＨ）のいずれかを解答しているもの。 4.6
５ 垂直な辺（ＢＣ，ＣＤ，ＦＧ，ＧＨ）のいずれかを解答しているもの。 0.2
９ 上記以外の解答 3.1
０ 無解答 2.9
分析結果と課題
○ 正答率は 67.5％ であり，空間における直線と平面の平行についての理解に課題がある。
○ 誤答については，辺ＣＧを含む面を解答した解答類型２の反応率が 18.0％ である。この
中には，直線に平行な面と直線を含む面を混同している生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)① 直方体において，与えられた面に垂直 66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1) 直方体において，与えられた面に垂直 66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
H26Ａ５(1) 直方体の１つの面の対角線を含む直線 81.4％ P.46～ P.48， P.53～ P.55
と平行な面を書く P.52
H27Ａ５(1) 直方体において，与えられた辺に垂直 47.9％ P.42～ P.44， P.52～ P.55
な面を書く P.48
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学習指導に当たって
○ 立体の考察を通して，空間における直線や平面の位置関係を理解できるようにする
空間図形の見取図を見るだけでなく，身近な立体を見たり，実際に触れたりしながら，
様々な方向や視点から空間図形を観察する場面を設定することを通して，空間における直線
や平面の位置関係を理解できるように指導することが大切である。
例えば，立体の模型を用いて，辺や面の位置関係を捉える活動を取り入れることが考えら
れる。その際，立体の模型に対し，直線と見立てた鉛筆などを各辺に当てたり，平面と見立
てた下敷きなどを各面に当てたりして，考察の対象を顕在化させた上で，直線や平面の位置
関係を捉えることができるようにすることが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，直方体の模型に触れたり，実際に直方体を作ったりし
ながら，直方体の向かい合う面をそれぞれ平面とみて，その向かい合う２平面が平行である
ことに着目し，辺ＣＧが面ＣＧＨＤに含まれていることから直線ＣＧと面ＡＢＦＥが平行であ
ることや，辺ＣＧが面ＢＦＧＣに含まれていることから直線ＣＧと面ＡＥＨＤが平行であるこ
とを捉える活動を取り入れることが考えられる。
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設問(２)
趣旨
円錐が回転体としてどのように構成されるかを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (2) １ ア と解答しているもの。 90.3 ◎
２ イ と解答しているもの。 3.9
３ ウ と解答しているもの。 2.7
４ エ と解答しているもの。 2.6
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は 90.3％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H24Ａ５(2) １回転させると円柱ができる平面図形とし 87.8％ P.38～ P.40， P.240～ P.241，
て正しいものを選ぶ P.42 P.243
学習指導に当たって
○ 空間図形を，平面図形の運動によって構成されたものとみることができるようにする
空間図形を，平面図形の運動によって構成されたものとみることができるように指導する
ことが大切である。その際，観察や操作を取り入れ，平面図形と空間図形を関連付けて考察
する場面を設定することが考えられる。
例えば，実際に長方形や直角三角形などの平面図形の１辺を含む直線を軸として回転させ，
その様子を観察することを通して，ある平面図形の運動によってどのような空間図形が構成
されるかについて考察する活動を取り入れることが考えられる。また，ある空間図形を示し，
それがどのような平面図形の運動によって構成されるかについて考察する場面を設定するこ
とも考えられる。なお，空間図形について，コンピュータを利用することによって，面や線
分の運動を視覚的に捉える場面を設定することも考えられる。
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設問(３)
趣旨
見取図に表された立方体の面上の線分の長さの関係を読み取ることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図
形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (3)
１
ア と解答しているもの。
0.9
（線分ＢＤの方が長い。）
２
イ と解答しているもの。
5.3
（線分ＢＥの方が長い。）
３
ウ と解答しているもの。
80.7 ◎
（線分ＢＤと線分ＢＥの長さは等しい。）
４
エ と解答しているもの。
12.6
（問題の条件だけでは決まらない。）
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は 80.7％ であり，相当数の生徒ができている。
○ 誤答については，「エ どちらが長いかは，問題の条件だけでは決まらない。」を選択し
た解答類型４の反応率が 12.6％ である。この中には，立方体の性質に基づいて，１つの面
の対角線の長さを捉えることができない生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの線分の 55.7％ P.32～ P.36 P.204～ P.205，
長さの関係について，正しい記述を選ぶ P.209～ P.210
H28Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの角の大 79.2％ P.41～ P.42， P.52，
きさの関係について，正しい記述を選ぶ P.45，P.48 P.56～ P.57
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学習指導に当たって
○ 見取図の特徴を理解し，必要な情報を読み取ることができるようにする
見取図と空間図形を対応させながら，辺の長さや角の大きさの関係などを確認する活動を
通して，見取図の特徴を理解し，必要な情報を読み取ることができるように指導することが
大切である。
本設問を使って授業を行う際には，見取図で表された立方体の展開図や投影図をかき，見
取図で表されている線分ＢＤや線分ＢＥが，展開図，投影図，模型においてどこの線分と対
応するのかを，見取図と展開図，投影図，模型を相互に関連付けながら観察する活動を取り
入れることが考えられる。
その際，線分ＢＤと線分ＢＥは，いずれも立方体の１つの面である正方形の対角線である
が，見取図では長さが等しく表現されていないことから，長さや角度は必ずしも正しく表現
されるとは限らないなどの見取図の特徴を理解できるようにすることが大切である。このよ
うな活動を通して，模型が手元になくても，見取図から図形の性質を読み取ることができる
ようにすることが大切である。
Ｃ
Ａ
ＧＨ
ＥＦ
Ｇ Ｈ Ｄ
Ａ
Ｅ Ｆ
Ｂ
Ｄ
ＣＤ
ＢＡ
Ｆ
Ａ Ｂ
Ｅ
立
面
図
平
面
図
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設問(４)
趣旨
円柱の体積を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，
図形の計量についての能力を伸ばす。
ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求める
こと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (4) １ １５００π と解答しているもの。 53.0 ◎
２ ３００π と解答しているもの。 5.4
３ １５０π と解答しているもの。 6.9
４ ５００π と解答しているもの。 1.7
５ １００π と解答しているもの。 0.5
９ 上記以外の解答 23.1
０ 無解答 9.4
分析結果と課題
○ 正答率は 53.0％ であり，円柱の体積を求めることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 23.1％ である。この中には，底面である円の面積を
（半径）×（半径）で求めたと考えられる「１５００」という解答がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ５(4) 円柱の体積を求める式と答えを書く 43.2％ P.32～ P.34， P.204～ P.205，P.36～ P.37 P.211～ P.213
学習指導に当たって
○ 角柱，円柱の体積の求め方を理解し，体積を求めることができるようにする
柱体の体積を求める公式について，底面の図形が高さの分だけ平行に移動することによっ
て構成される立体とみることと関連させて理解を深める場面を設定し，角柱や円柱の体積を
求めることができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，（底面積）×（高さ）という柱体の体積を求める公式を
見直し，この円柱を，半径１０ｃｍの円を１５ｃｍだけ一定の方向に平行に移動することに
よって構成される立体とみることができることを確認する場面を設定することが大切であ
る。その上で，円柱の模型について実測した底面の半径や高さから見積もった体積と，模型
に満たした水の容量とを比較する場面を設定するなどして，数量の感覚を豊かにすることも
大切である。
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学習指導に当たって
○ 角柱，円柱の体積の求め方を理解し，体積を求めることができるようにする
柱体の体積を求める公式について，底面の図形が高さの分だけ平行に移動することによっ
て構成される立体とみることと関連させて理解を深める場面を設定し，角柱や円柱の体積を
求めることができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，（底面積）×（高さ）という柱体の体積を求める公式を
見直し，この円柱を，半径１０ｃｍの円を１５ｃｍだけ一定の方向に平行に移動することに
よって構成される立体とみることができることを確認する場面を設定することが大切であ
る。その上で，円柱の模型について実測した底面の半径や高さから見積もった体積と，模型
に満たした水の容量とを比較する場面を設定するなどして，数量の感覚を豊かにすることも
大切である。
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数学Ａ６ 平面図形の基本的な性質
出題の趣旨
平行線や角の性質を理解しているかどうかをみる。
多角形の角についての性質を理解しているかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
錯角の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ a である。） 12.2
２ イ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ bである。） 42.6 ◎
３ ウ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ c である。） 2.3
４ エ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ d である。） 3.1
５ オ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ eである。） 6.4
６
カ と解答しているもの。
32.8
（∠ xの錯角は，∠ aから∠ eまでの中にはない。）
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は 42.6％ であり，錯角の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「ア ∠ xの錯角は，∠ aである。」を選択した解答類型１の反応率が
12.2％ である。この中には，∠ a が∠ x と等しい大きさの角であることから∠ a が錯角で
あると捉えた生徒がいると考えられる。
「カ ∠ x の錯角は，∠ a から∠ e までの中にはない。」を選択した解答類型６の反応率
が 32.8％ である。この中には，錯角は平行な２直線に１直線が交わった場合のみに存在す
るものと捉えている生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ６(1) 同位角の位置にあるものを選ぶ 42.0％ P.38～ P.39 P.258～ P.259
H27Ａ６(1) 同位角の位置にある角について正しい記述 80.4％ P.50～ P.51， P.60～ P.61
を選ぶ P.53
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学習指導に当たって
○ ２直線に１直線が交わってできる角の位置関係について理解できるようにする
２直線に１直線が交わってできる角で，互いに同位角や錯角の位置にある角を見いだす活
動を取り入れ，それらの角の位置関係について理解できるように指導することが大切である。
同位角や錯角は，平行な２直線に１直線が交わった場合について扱われることが多い。そ
のため，「同位角や錯角は平行な２直線においてのみ存在する」，「同位角や錯角は常に等し
い」などと誤った理解をしている生徒がいると考えられる。そこで，２直線に１直線が交わ
る場合，「２直線の位置関係に関わらず，同位角や錯角は存在する」，「２直線が平行ならば，
同位角や錯角はそれぞれ等しくなる」ことを確認する場面を設定することが大切である。
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設問(２)
趣旨
多角形の内角の和の求め方を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角についての性
質が見いだせることを知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ (2) １ ア と解答しているもの。（n＋１） 8.7
２ イ と解答しているもの。（n） 5.1
３ ウ と解答しているもの。（n－１） 10.0
４ エ と解答しているもの。（n－２） 69.8 ◎
５ オ と解答しているもの。（n－３） 5.5
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.9
分析結果と課題
○ 正答率は 69.8％ であり，多角形の内角の和の求め方の理解に課題がある。
○ 誤答については，「ウ n －１（個）」を選択した解答類型３の反応率が 10.0％ である。
この中には，分割された三角形の個数が１つの頂点から他の頂点にひいた線分の本数に等し
いと捉えた生徒がいると考えられる。
○ 平成２０年度調査（正答率46.7％），平成２４年度調査（正答率46.9％）及び平成２６年度
調査（正答率48.3％）で類題を出題している。「平成20年度【中学校】報告書」，「平成24年
度【中学校】報告書」及び「平成26年度【中学校】報告書」において，「n 角形の内角の和
を求める式１８０°×（n －２）における（n －２）の意味の理解」に課題があると分析して
いる。これに関連して本設問では，「n 角形の１つの頂点からひいた対角線によって分けら
れる三角形の数を選ぶこと」をみる問題を出題した（正答率69.8％）。今回の結果から，多
角形の内角の和の求め方の理解について引き続き課題があるものの，改善の傾向がみられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.7％ P.36～ P.39 P.220～ P.221，
が表すものを選ぶ P.223
H24Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.9％ P.43～ P.47 P.247～ P.248，
が表すものを選ぶ P.252～ P.254
n角形の内角の和を求める式について， P.54～ P.55， P.60～ P.61，H26Ａ６(3) 六角形の内角の和を求める過程を読み， 48.3％ P.58～ P.59 P.64～ P.65
（n－２）が表すものを選ぶ
学習指導に当たって
○ 多角形の内角の和の求め方を理解できるようにする
多角形の内角の和の求め方を理解できるように指導することが大切である。その際，多角
形をいくつかの三角形に分割し，三角形の内角の和が１８０°であることを根拠にして，n 角
形の内角の和が １８０°×（n－２）になることを説明する場面を設定することが考えられる。
例えば，五角形，六角形などの内角の和を帰納的に調べてきまりを見いだす活動を取り入
れることが考えられる。その際，１つの頂点からひいた対角線によって分割してできる三角
形の個数を多角形の辺や角，対角線などの個数と対応させ，n 角形の内角の和が
１８０°×（n－２）と表せることの理由を説明できるようにすることが大切である。
数学Ａ７ 証明の根拠
出題の趣旨
三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。
平行四辺形になるための条件を理解しているかどうかをみる。
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数学Ａ７ 証明の根拠
出題の趣旨
三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。
平行四辺形になるための条件を理解しているかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ア 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ (1) １ ３組の辺 と解答しているもの。 78.9 ◎
２ ２組の辺とその間の角 と解答しているもの。 5.2
３ １組の辺とその両端の角 と解答しているもの。 0.6
４ 直角三角形の斜辺と他の１辺 と解答しているもの。 0.6
５ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角 と解答しているもの。 0.1
９ 上記以外の解答 10.0
０ 無解答 4.7
分析結果と課題
○ 正答率は 78.9％ である。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 10.0％ である。この中には，三角形の合同条件を正し
く理解していないとみられる「対応する辺」や「２組の辺」という解答がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件
H19Ａ８ を選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞ 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
れ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H22Ａ７(2) を選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺が 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
それぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H23Ａ７(1) を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
ぞれ等しい）
H25Ａ７(1) 証明で用いられている三角形の合同条件 79.7％ P.50～ P.52， P.56～ P.57
を選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件
H26Ａ７ を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
ぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件 P.54～ P.57，H27Ａ７(2) を書く（２組の辺とその間の角がそれぞ 76.5％ P.59 P.64～ P.67
れ等しい）
学習指導に当たって
○ 証明の根拠として用いられる三角形の合同条件を指摘できるようにする
証明を読み，根拠を見いだすとともに，その根拠に仮定がどのように用いられているかを
確認する場面を設定し，三角形の合同条件など，証明の根拠として用いられている図形の性
質を指摘できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，証明を読み，当てはまる三角形の合同条件を確認した
上で，その合同条件を成り立たせる辺や角の関係を図と対応させて捉える活動を取り入れる
ことが考えられる。その際，証明の「仮定から」とされている「ＡＢ＝ＡＣ」，「ＢＭ＝ＣＭ」
が，それぞれ，「△ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形であること」，「辺ＢＣの中点が
点Ｍであること」に基づいていることを確認することが大切である。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件
H19Ａ８ を選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞ 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
れ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H22Ａ７(2) を選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺が 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
それぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H23Ａ７(1) を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
ぞれ等しい）
H25Ａ７(1) 証明で用いられている三角形の合同条件 79.7％ P.50～ P.52， P.56～ P.57
を選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件
H26Ａ７ を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
ぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件 P.54～ P.57，H27Ａ７(2) を書く（２組の辺とその間の角がそれぞ 76.5％ P.59 P.64～ P.67
れ等しい）
学習指導に当たって
○ 証明の根拠として用いられる三角形の合同条件を指摘できるようにする
証明を読み，根拠を見いだすとともに，その根拠に仮定がどのように用いられているかを
確認する場面を設定し，三角形の合同条件など，証明の根拠として用いられている図形の性
質を指摘できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，証明を読み，当てはまる三角形の合同条件を確認した
上で，その合同条件を成り立たせる辺や角の関係を図と対応させて捉える活動を取り入れる
ことが考えられる。その際，証明の「仮定から」とされている「ＡＢ＝ＡＣ」，「ＢＭ＝ＣＭ」
が，それぞれ，「△ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形であること」，「辺ＢＣの中点が
点Ｍであること」に基づいていることを確認することが大切である。
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設問(２)
趣旨
作図の手順を読み，根拠として用いられている平行四辺形になるための条件を理解し
ているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ (2)
１
ア と解答しているもの。
15.5
（２組の向かい合う辺がそれぞれ平行な四角形）
２
イ と解答しているもの。
49.7 ◎
（２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形）
３
ウ と解答しているもの。
12.6
（２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形）
４
エ と解答しているもの。
12.4
（１組の向かい合う辺が平行でその長さが等しい四角形）
５
オ と解答しているもの。
9.0
（対角線がそれぞれの中点で交わる四角形）
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.8
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分析結果と課題
○ 正答率は 49.7％ であり，作図の手順を読み，根拠として用いられている平行四辺形にな
るための条件の理解に課題がある。
○ 誤答については，「ア ２組の向かい合う辺がそれぞれ平行な四角形は，平行四辺形であ
る。」を選択した解答類型１の反応率が 15.5％，「ウ ２組の向かい合う角がそれぞれ等し
い四角形は，平行四辺形である。」を選択した解答類型３の反応率が 12.6％，「エ １組の
向かい合う辺が平行でその長さが等しい四角形は，平行四辺形である。」を選択した解答類
型４の反応率が 12.4％ である。これらの中には，作図の根拠として用いられている平行四
辺形になるための条件と，作図された平行四辺形ＡＢＣＤの定義や性質を混同している生徒
がいると考えられる。
○ 平成２５年度調査で同一の問題を出題している（正答率48.3％）。「平成25年度【中学校】
報告書」において，「作図の手順において，根拠として用いられている平行四辺形になるた
めの条件の理解」に課題があると分析している。この課題について，今回は正答率が平成
２５年度調査よりも 1.4％ 上昇し，49.7％ であるが，引き続き課題があると考えられる。
○ 今回の調査対象である生徒が小学校第６学年当時に実施した調査である，平成２６年度算
数Ａ６では，「コンパスを使った平行四辺形のかき方について，用いられている平行四辺形
の特徴を選ぶこと」をみる問題を出題した（正答率52.1％）。これに関連して本設問では，
「与えられた方法で作図された四角形が，いつでも平行四辺形になることの根拠となる事柄
を選ぶこと」をみる問題を出題した（正答率49.7％）。今回の結果から，作図の手順を読み，
その根拠として用いられる平行四辺形になるための条件の理解に引き続き課題があると考え
られる。
（参考）
※同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
与えられた方法で作図された四角形が，い P.50～ P.51， P.56～ P.57，H25Ａ７(3) つでも平行四辺形になることの根拠となる 48.3％ P.53～ P.55 P.59～ P.61
事柄を選ぶ
※関連する問題
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
長さの等しい２本の棒を２種類使って組
H23Ａ７(2) み合わせた四角形が，いつでも平行四辺 未実施 P.46～ P.49 未実施
形になることの根拠となる事柄を選ぶ
与えられた方法で作図された四角形が，い P.54～ P.55， P.64～ P.65，H27Ａ７(3) つでも平行四辺形になることの根拠となる 48.5％ P.57～ P.59 P.68～ P.69
事柄を選ぶ
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【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
コンパスを使った平行四辺形のかき方に
H26Ａ６ ついて，用いられている平行四辺形の特 52.1％ P.34～ P.35 P.46～ P.47
徴を選ぶ
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学習指導に当たって
○ 平行四辺形になるための条件を具体的な場面で用いることができるようにする
平行四辺形の作図の手順に用いられている条件や，具体物にみられる平行四辺形になるた
めの条件を指摘する活動を取り入れ，平行四辺形になるための条件を具体的な場面で捉え，
それを用いることができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，作図の手順から，四角形ＡＢＣＤが平行四辺形になる
ための条件である「２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい」を満たしていることを確認する
場面を設定することが考えられる。その際，手順③でとった点Ｄは，手順①でかいた円と手
順②でかいた円との交点であることから，「ＢＣ＝ＡＤ」と「ＡＢ＝ＤＣ」を読み取る活動を
取り入れることが大切である。
また，本設問の「２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい」とは異なる条件を用いた平行四
辺形の作図の手順を提示し，同様の活動を取り入れることも考えられる。例えば，次のよう
に「対角線がそれぞれの中点で交わる四角形は，平行四辺形である」ことを用いた作図の手
順について話し合う場面を設定することが考えられる。その際，作図された図形の性質と作
図の根拠として用いられている条件を明確に区別できるようにすることが大切である。
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数学Ａ８ 命題の仮定
出題の趣旨
命題の仮定と結論を区別し，与えられた命題の仮定を読み取ることができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ １ ∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢ と解答しているもの。 74.5 ◎
２
∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢ のいずれかを解答している
1.0
もの。
３ ＡＢ＝ＣＢ と解答しているもの。 0.8
４
∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢ，ＡＢ＝ＣＢ
2.1
と解答しているもの。
５
∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢならば，ＡＢ＝ＣＢである。
0.5
と解答しているもの。
９ 上記以外の解答 11.3
０ 無解答 9.8
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分析結果と課題
○ 正答率は 74.5％ である。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 11.3％ である。この中には，仮定と結論を区別できて
いないとみられる「∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，ＡＢ＝ＣＢ」や「∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢ，ＡＢ＝ＣＢ」
という解答がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ７(1) 事柄「ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯならば 75.9％ P.41～ P.43 P.218～ P.220
ＡＣ＝ＢＤである。」の仮定をすべて書く
学習指導に当たって
○ 命題の仮定と結論の意味を理解し，それらを区別できるようにする
命題をつくる場面を設定し，命題の仮定と結論の意味を理解し，それらを区別できるよう
に指導することが大切である。
本問題を使って授業を行う際には，例えば，四角形ＡＢＣＤが∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，
∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢであるという条件から図を複数かき，図形の性質を見いだし，それを命
題の形で表現する活動を取り入れることが考えられる。その際，図をかくのに用いた条件
が仮定，見いだした図形の性質が結論であることを確認する場面を設定することが大切で
ある。
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数学Ａ９ 関数の意味
出題の趣旨
関数の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
ア 関数関係の意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ １ ①に 面積 と解答し，②に 縦の長さ と解答しているもの。 21.1 ◎
２ 上記１以外で，①に 面積 と解答しているもの。 5.5
３ 上記１以外で，②に 縦の長さ と解答しているもの。 3.6
４ ①に 縦の長さ と解答し，②に 面積 と解答しているもの。 21.2
５ 上記４以外で，①に 縦の長さ と解答しているもの。 9.4
６ 上記４以外で，②に 面積 と解答しているもの。 3.2
７
①，②のいずれかに，縦の長さ と 面積 の両方を解答している
0.4
もの。
９ 上記以外の解答 15.5
０ 無解答 20.2
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分析結果と課題
○ 正答率は 21.1％ であり，関数の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「① 縦の長さ，② 面積」と解答した解答類型４の反応率が 21.2％ で
ある。この中には，独立変数と従属変数の違いを区別できていない生徒がいると考えられる。
誤答である解答類型９の反応率は 15.5％ である。この中には，事象の中に伴って変わる
２つの数量を見いだすことができないとみられる「① y，② x」や「① 長方形，② 比例」
という解答がある。
○ 無解答率は 20.2％ である。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
与えられた表を基に，宅配サービスの重量
H26Ａ９ と料金の関係を，「…は…の関数である」 36.7％ P.66～ P.67 P.72～ P.73
という形で表現する
学習指導に当たって
○ 様々な事象の考察を通して，関数の意味を理解できるようにする
事象の中にある２つの数量の変化や対応の様子を調べ，それらの関係を見いだす活動を通
して，関数の意味を理解できるように指導することが大切である。その際，独立変数と従属
変数との違いを意識して「…は…の関数である」という形で表現できるように指導すること
が大切である。
本問題を使って授業を行う際には，問題場面から様々な数量を取り出し，その中から
「縦の長さ」と「面積」の関係について，縦の長さを決めると面積がただ１つに決まること
を確認し，「面積は縦の長さの関数である」という形で表現する活動を取り入れることが考
えられる。また，周りの長さを決めても面積は決まらないなどのように一方の値を決めても
他方の値がただ１つに決まらないような関係を取り上げ，関数の意味の理解を深めることも
考えられる。
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数学Ａ10 比例の式とグラフ・反比例の表
出題の趣旨
比例の関係を表す式に数を代入し，対応する値を求めることができるかどうかをみる。
比例のグラフから式を求めることができるかどうかをみる。
反比例について，比例定数の意味を理解しているかどうかをみる。
設問(１)
趣旨
与えられた比例の式について，x の値に対応する y の値を求めることができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
10 (1) １ １２ と解答しているもの。 85.0 ◎
２ と解答しているもの。（ yに３を代入したときの xの値） 0.1
３ ４ と解答しているもの。（比例定数） 0.5
９ 上記以外の解答 7.3
０ 無解答 7.1
分析結果と課題
○ 正答率は 85.0％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ11(1) 一次関数 y＝２x－１について，xの値が 82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの yの値を求める
H27Ａ10(2) 比例 y＝２xのグラフ上の点Ａの x座標が 65.8％ P.64，P.67， P.75，
３のときの y座標を求める P.69 P.78～ P.79
学習指導に当たって
○ 比例の式を用いて，対応する値の組を求めることができるようにする
比例について，表，式，グラフを用いて考察する活動を行う際に，式を満たす値の組を求
めることができるように指導することが大切である。
３
４
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設問(１)
趣旨
与えられた比例の式について，x の値に対応する y の値を求めることができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
10 (1) １ １２ と解答しているもの。 85.0 ◎
２ と解答しているもの。（ yに３を代入したときの xの値） 0.1
３ ４ と解答しているもの。（比例定数） 0.5
９ 上記以外の解答 7.3
０ 無解答 7.1
分析結果と課題
○ 正答率は 85.0％ であり，相当数の生徒ができている。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ11(1) 一次関数 y＝２x－１について，xの値が 82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの yの値を求める
H27Ａ10(2) 比例 y＝２xのグラフ上の点Ａの x座標が 65.8％ P.64，P.67， P.75，
３のときの y座標を求める P.69 P.78～ P.79
学習指導に当たって
○ 比例の式を用いて，対応する値の組を求めることができるようにする
比例について，表，式，グラフを用いて考察する活動を行う際に，式を満たす値の組を求
めることができるように指導することが大切である。
３
４
-87-
設問(２)
趣旨
与えられた比例のグラフから，xと yの関係を y＝ ax の式で表すことができるかど
うかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
10 (2) １ －２x と解答しているもの。 57.6 ◎
２ と解答しているもの。 2.3
３ ２x と解答しているもの。 8.9
４ と解答しているもの。 1.2
５ 上記１～４以外で比例の式を解答しているもの。 2.0
６ 上記１～５以外で一次関数の式を解答しているもの。 9.8
７ －２などの数を解答しているもの。 6.0
９ 上記以外の解答 2.9
０ 無解答 9.3
分析結果と課題
○ 正答率は 57.6％ であり，与えられた比例のグラフから，xと yの関係を y＝ ax の式
で表すことに課題がある。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ９(2) 比例のグラフから式を求める 67.7％ P.42～ P.44 P.174，P.176
P １
２
x
１
２
x
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学習指導に当たって
○ 比例のグラフから xと yの関係を式で表すことができるようにする
比例のグラフから x と y の関係を式で表すことができるように指導することが大切であ
る。その際，グラフの特徴と式を関連付けて考察する場面を設定することが考えられる。
本設問を使って授業を行う際には，与えられた直線は原点を通ることから，比例のグラフ
であり，y＝ ax の式で表すことができることを確認する活動を取り入れることが考えられ
る。また，グラフが原点を通る右下がりの直線であることから，比例定数は負の数になると
いう見通しをもつことができるようにすることも大切である。その上で，グラフ上にある原
点以外の点の座標を読み取り，比例の式を求める場面を設定することが考えられる。
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設問(３)
趣旨
与えられた反比例の表において，比例定数の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
イ 比例，反比例の意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
10 (3) １ ３６ と解答しているもの。 35.5 ◎
２ ９，４， のいずれかを解答しているもの。 6.2
３ －６ ，－３ のいずれかを解答しているもの。 3.5
４ ６ ，３ のいずれかを解答しているもの。 15.9
９ 上記以外の解答 18.6
０ 無解答 20.3
分析結果と課題
○ 正答率は 35.5％ であり，与えられた反比例の表において，比例定数の意味の理解に課題
がある。
○ 誤答については，６，３のいずれかを解答した解答類型４の反応率が 15.9％ である。こ
の中には，比例定数を表の隣り合う２つの y の値の差であると捉えた生徒がいると考えら
れる。
誤答である解答類型９の反応率は 18.6％ である。この中には，数値ではなく式を答えて
いる
「
」
や
「
」
という解答がある。
○ 無解答率は 20.3％ である。
９
４
yx ３６x
３６
x
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学習指導に当たって
○ 比例，反比例の比例定数の意味を理解できるようにする
比例，反比例の比例定数の意味を理解できるように指導することが大切である。その際，
y
比例について，a を比例定数として，y＝ ax または， ＝ aという式で表される関係でx
あることや，反比例について，aを比例定数として， または xy＝ a という式で表
される関係であることを確認する活動を取り入れることが考えられる。
本設問を使って授業を行う際には，x の値とそれに対応する y の値の積が常に一定になっ
ていることを調べる活動を通して，x，y の間の関係を見いだし， または xy ＝３６
という式に表し，３６が反比例の比例定数であることを確認する場面を設定することが大切
である。
yx ３６x
yx ax
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数学Ａ11 一次関数の表・式・グラフ
出題の趣旨
一次関数のグラフの傾きと切片の値から，x と y の関係を式で表すことができるかどうか
をみる。
一次関数の変化の割合の意味を理解しているかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
与えられた一次関数のグラフの傾きと切片の値を基に，x と y の関係を y ＝ ax ＋ b
の式で表すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
11 (1) １ ３x＋２ と解答しているもの。 76.4 ◎
２ ２x＋３ と解答しているもの。 4.3
３ 比例の式を解答しているもの。 1.8
４ 上記１～３以外で一次関数の式を解答しているもの。 2.3
５ ２ や ３ などの数を解答しているもの。 1.7
９ 上記以外の解答 3.8
０ 無解答 9.8
分析結果と課題
○ 正答率は 76.4％ である。
学習指導に当たって
○ 一次関数の式とグラフの特徴について，それらを関連付けて理解できるようにする
一次関数 y＝ ax＋ b のグラフについて，aの値と bの値をそれぞれ変化させたときの式
とグラフの様子を関連付けて捉える場面を設定し，a が直線の傾きであること，b が切片で
あることを理解できるように指導することが大切である。
例えば，y＝ ax＋２ で aの値を変えたときのグラフを比較し，aの値によってグラフの
傾き具合が決まり，グラフは a の値が正の数のとき右上がり，負の数のとき右下がりにな
ることを確認する活動を取り入れることが考えられる。また，y＝３x＋ b で bの値がグラ
フと y 軸との交点の y 座標を表し，b の値を１ずつ変えると，グラフは y 軸の方向に１ずつ
平行移動することを確認する活動を取り入れることも考えられる。
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設問(２)
趣旨
与えられた一次関数の表において，変化の割合の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
11 (2) １ ア と解答しているもの。 10.9
２ イ と解答しているもの。 14.6
３ ウ と解答しているもの。 56.4 ◎
４ エ と解答しているもの。 16.3
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 1.7
分析結果と課題
○ 正答率は 56.4％ であり，与えられた一次関数の表において，変化の割合の意味の理解に
課題がある。
○ 誤答については，「ア」を選択した解答類型１の反応率が 10.9％ である。この中には，
変化の割合は x＝１ のときの yの値であると捉えた生徒がいると考えられる。
「イ」を選択した解答類型２の反応率が 14.6％ である。この中には，変化の割合を表の
隣り合う２つの yの値の差と捉えた生徒がいると考えられる。
「エ」を選択した解答類型４の反応率が 16.3％ である。この中には，変化の割合を
と捉えた生徒がいると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H26Ａ11(1) 変化の割合が２である一次関数の関係を表 47.8％ P.74～ P.75， P.80～ P.81
した表を選ぶ P.77
xの増加量
yの増加量
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学習指導に当たって
○ 一次関数の変化の割合の意味を理解し，それを求めることができるようにする
一次関数 y＝ ax＋ b の変化の割合を求めることができるように指導することが大切で
ある。その際，表における x，y の値の変化の様子を調べ，変化の割合の意味を理解できる
ようにすることが考えられる。
例えば，一次関数 y ＝２x＋１ について，次の表のように，x の値を１ずつ，２ずつ，
３ずつ増やした場合を考え，それぞれの場合において y の増加量を求めて変化の割合を調
べる活動を取り入れることが考えられる。このような活動を通して，一次関数の変化の割合
yの増加量
は，x の増加量が１以外の場合でも で求められ，この値は x が１増えたときxの増加量
の yの増加量で常に一定であることが理解できるように指導することが大切である。
x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･ a＝
２ ｜ １
y ･･･ －５ －３ －１ １ ３ ５ ７ ･･･ ＝２
x ･･･ －６ －４ －２ ０ ２ ４ ６ ･･･ a＝
４ ｜ ２
y ･･･ －１１ －７ －３ １ ５ ９ １３ ･･･ ＝２
x ･･･ －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ ･･･ a＝
６ ｜ ３
y ･･･ －１７ －１１ －５ １ ７ １３ １９ ･･･ ＝２
＋２
＋４
＋２
＋４
＋２
＋４
＋２
＋４
＋２
＋４
＋２
＋４
＋３
＋６
＋３
＋６
＋３
＋６
＋３
＋６
＋３
＋６
＋３
＋６
＋１
＋２
＋１
＋２
＋１
＋２
＋１
＋２
＋１
＋２
＋１
＋２
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数学Ａ12 一次関数のグラフ
出題の趣旨
具体的な事象における２つの数量の変化や対応を，グラフから読み取ることができるかど
うかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
ア 事象の中には一次関数としてとらえられるものがあることを知ること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
12 １ ア と解答しているもの。(１分) 4.0
２ イ と解答しているもの。(２分) 10.7
３ ウ と解答しているもの。(４分) 68.1 ◎
４ エ と解答しているもの。(１１分) 3.5
５ オ と解答しているもの。(２０分) 12.5
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ 正答率は 68.1％ であり，具体的な事象における２つの数量の変化や対応を，グラフから
読み取ることに課題がある。
○ 誤答については，「イ ２分」を選択した解答類型２の反応率が 10.7％ である。この中
には，１目盛りの大きさを誤って捉えた生徒がいると考えられる。
「オ ２０分」を選択した解答類型５の反応率が 12.5％ である。この中には，線香が燃
え始めてから長さが２ｃｍになるまでにかかった時間を求めている生徒がいると考えられ
る。
○ 平成２０年度調査で同一の問題を出題している（正答率63.8％）。「平成20年度【中学校】
報告書」において，「具体的な事象について表したグラフから，２つの数量の変化の様子を
よみとること」に課題があると分析している。この課題について，今回は正答率が 68.1％
であり，引き続き課題があるものの，改善の傾向がみられる。
（参考）
※同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
線香が燃えるときの時間と長さの関係を表
H20Ａ14(1) したグラフを基に，２ｃｍ燃えるときの時 63.8％ P.60～ P.61 P.250～ P.251
間を選ぶ
学習指導に当たって
○ 具体的な事象とグラフを関連付けて捉えることができるようにする
具体的な事象の中にある２つの数量の変化や対応を調べる際に，具体的な事象とグラフを
関連付けて捉えることができるように指導することが大切である。
本問題を使って授業を行う際には，線香の燃える様子を表すグラフからわかることを，燃
え始めてからの時間や線香の長さに対応させて解釈する活動を取り入れることが考えられ
る。例えば，線香が燃え尽きるまでの時間を求めたり，燃え始めてから１０分後の線香の長
さを求めたりする活動を取り入れることが考えられる。その際，線香が燃え始めてから経過
した時間と線香の長さとの対応を捉え，「燃えた線香の長さ」と「残りの線香の長さ」をグ
ラフから正しく読み取ることができるようにすることが大切である。
なお，線香を燃やし，実際に測って得られたデータから燃え尽きるまでの時間を予測する
などの活動を取り入れることも考えられる。
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数学Ａ13 二元一次方程式と一次関数のグラフの関係
出題の趣旨
二元一次方程式を関数を表す式とみて，そのグラフの傾きと切片の意味を理解しているか
どうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
13 １ ア と解答しているもの。 7.4
２ イ と解答しているもの。 22.3
３ ウ と解答しているもの。 4.8
４ エ と解答しているもの。 63.4 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 2.1
分析結果と課題
○ 正答率は 63.4％ であり，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ の解を座標とする点の全体の集
合が，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフと一致することの理解に課題がある。
○ 誤答については，「イ」を選択した解答類型２の反応率が 22.3％ である。この中には，
２x＋ y＝６ から傾きは xの係数２であると捉えた生徒や，y＝ ax＋ bと変形する際に
誤った生徒がいると考えられる。
○ 平成２０年度調査で類題を出題している（正答率57.8％）。「平成20年度【中学校】報告書」
において，「二元一次方程式の解を座標とする点の集合を表すグラフについての理解」に課
題があると分析している。これに関連して本設問では，「二元一次方程式が表すグラフを選
ぶこと」をみる問題を出題した（正答率63.4％）。今回の結果から，二元一次方程式と一次
関数のグラフの関係の理解について引き続き課題があるものの，改善の傾向がみられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ13 二元一次方程式が表すグラフを選ぶ 57.8％ P.58～ P.59 P.248～ P.249
学習指導に当たって
○ 二元一次方程式とグラフの特徴について，それらを関連付けて理解できるようにする
二元一次方程式 ax＋ by＋ c＝０ を一次関数の式とみることにより，グラフの特徴を
一次関数と関連付けて理解できるように指導することが大切である。
本問題を使って授業を行う際には，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ は，x と y の間の関数
関係を表す式とみて，y＝－２x＋６ と変形することによって，yは xの一次関数であるこ
とを確認することが大切である。その上で，y ＝－２x ＋６ のグラフは，傾きが－２，切片
が６の直線であり，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ の解を座標とする点の全体の集合を表し
ていることを理解できるように指導することが大切である。
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数学Ａ14 範囲の意味・相対度数の求め方
出題の趣旨
範囲の意味を理解しているかどうかをみる。
度数分布表から相対度数を求めることができるかどうかをみる。
-100-
設問(１)
趣旨
範囲の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
14 (1) １ １６ と解答しているもの。 28.8 ◎
２ ４０から５６ と解答しているもの。 32.6
９ 上記以外の解答 29.3
０ 無解答 9.4
分析結果と課題
○ 正答率は 28.8％ であり，範囲の意味の理解に課題がある。
○ 誤答については，「４０から５６」と解答した解答類型２の反応率が 32.6％ である。この
中には，数学用語としての「範囲」を日常用語としての「範囲」と捉えている生徒がいると
考えられる。
誤答である解答類型９の反応率は 29.3％ である。この中には，中央値である「４８」や
平均値である「４９」という解答がある。
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学習指導に当たって
○ 範囲の意味を理解できるようにする
資料の散らばりの程度を捉える活動を行う際に，資料の最大値から最小値をひいた値を求
めた上で，資料の範囲の意味を理解できるように指導することが大切である。
例えば，平成24年度【中学校】数学Ｂ３「スキージャンプ」の資料を取り上げ，原田選手
と船木選手の記録を基に，「次の１回でより遠くへ飛びそうな選手」を考えるための視点と
して，範囲の値の大小を比較することで，それぞれの選手を比べたときの記録の安定性の違
いを捉えることができることを確認する場面を設定することが考えられる。
平均値 中央値 最大値 最小値 範囲
原田選手（ｍ） １２０．０ １１５．５ １３７．０ ６６．０ ７１．０
船木選手（ｍ） １１１．７ １１７．８ １３２．５ １０８．０ ２４.５
設問(２)
趣旨
与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求めることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
14 (2) １ ０．１ と解答しているもの。 46.1 ◎
２ ３ と解答しているもの。（階級の度数） 15.6
３ ２ と解答しているもの。（階級の幅） 1.0
４ ３０ と解答しているもの。（総度数） 0.2
５ ２３ と解答しているもの。（階級値） 2.3
９ 上記以外の解答 20.2
０ 無解答 14.7
分析結果と課題
○ 正答率は 46.1％ であり，与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求める
ことに課題がある。
○ 誤答については，「３」と解答した解答類型２の反応率が 15.6％ である。この中には，
階級の相対度数と階級の度数を混同している生徒がいると考えられる。
誤答である解答類型９の反応率は 20.2％ である。この中には，総度数３０を，２２℃以
上２４℃未満の階級の度数３でわったとみられる「１０」という解答がある。
○ 無解答率は 14.7％ である。
○ 平成２５年度調査で類題を出題している（正答率23.7％）。「平成25年度【中学校】報告書」
において，「与えられたヒストグラムについて，ある階級の相対度数を求めること」に課題
があると分析している。これに関連して本設問では，「６月１日から３０日までの記録を表
した度数分布表から，ある階級の相対度数を求めること」をみる問題を出題した（正答率
46.1％）。今回の結果から，相対度数を求めることについて引き続き課題があるものの，改
善の傾向がみられる。
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設問(２)
趣旨
与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求めることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
14 (2) １ ０．１ と解答しているもの。 46.1 ◎
２ ３ と解答しているもの。（階級の度数） 15.6
３ ２ と解答しているもの。（階級の幅） 1.0
４ ３０ と解答しているもの。（総度数） 0.2
５ ２３ と解答しているもの。（階級値） 2.3
９ 上記以外の解答 20.2
０ 無解答 14.7
分析結果と課題
○ 正答率は 46.1％ であり，与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求める
ことに課題がある。
○ 誤答については，「３」と解答した解答類型２の反応率が 15.6％ である。この中には，
階級の相対度数と階級の度数を混同している生徒がいると考えられる。
誤答である解答類型９の反応率は 20.2％ である。この中には，総度数３０を，２２℃以
上２４℃未満の階級の度数３でわったとみられる「１０」という解答がある。
○ 無解答率は 14.7％ である。
○ 平成２５年度調査で類題を出題している（正答率23.7％）。「平成25年度【中学校】報告書」
において，「与えられたヒストグラムについて，ある階級の相対度数を求めること」に課題
があると分析している。これに関連して本設問では，「６月１日から３０日までの記録を表
した度数分布表から，ある階級の相対度数を求めること」をみる問題を出題した（正答率
46.1％）。今回の結果から，相対度数を求めることについて引き続き課題があるものの，改
善の傾向がみられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒ
H25Ａ14(2) ストグラムから，ある階級の相対度数を求 23.7％ P.74～ P.76 P.80～ P.82
める
学習指導に当たって
○ 相対度数の必要性と意味を理解できるようにする
ある階級の度数の総度数に占める割合を求めて，資料の傾向を読み取る活動を取り入れ，
相対度数の必要性と意味について理解できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，「６月における２２℃以上２４℃未満の日数が全日数に
占める割合」を求める場面を設定することが考えられる。その上で，「６月における真夏日
の日数が全日数に占める割合」を表す数値は，３０℃以上３２℃未満と３２℃以上３４℃未満
の２つの階級のそれぞれの相対度数の和であることを確認する場面を設定することも考えら
れる。
さらに，総度数が異なる場合，階級の度数をそのまま比較することが適切でないことを実
感する場面を設定することも考えられる。例えば，本年度【中学校】数学Ｂ５「運動時間の
調査」の問題場面のように，階級の度数をそのまま比較することが適切でないような問題を
扱うことで，相対度数の必要性と意味について理解できるようにすることが考えられる。
※出典等
本設問の度数分布表は，気象庁ウェブページの気象統計情報のデータを基に作成したもので
ある。
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数学Ａ15 確率の意味と求め方
出題の趣旨
確率の意味を理解しているかどうかをみる。
事象の起こる確率を求めることができるかどうかをみる。
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設問(１)
趣旨
「同様に確からしい」ことの意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 不確定な事象についての観察や実験などの活動を通して，確率について理解し，そ
れを用いて考察し表現することができるようにする。
ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
15 (1)
１
ア と解答しているもの。
1.7
（目の出方は，１から６の順に出る。）
２
イ と解答しているもの。
78.2 ◎
（目の出方は，どの目が出ることも同じ程度に期待される。）
３
ウ と解答しているもの。
8.6
（６回投げるとき，１度は続けて同じ目が出ることが期待される。）
４
エ と解答しているもの。
4.8
（６回投げるとき，１から６までのどの目も必ず１回ずつ出る。）
５
オ と解答しているもの。
4.9
（６回投げるとき，必ず１回は１の目が出る。）
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.7
分析結果と課題
○ 正答率は 78.2％ である。
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設問(２)
趣旨
簡単な場合について，確率を求めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 不確定な事象についての観察や実験などの活動を通して，確率について理解し，そ
れを用いて考察し表現することができるようにする。
ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
15 (2) １ と解答しているもの。 78.7 ◎
２ と解答しているもの。 1.0
３ と解答しているもの。 0.6
４ と解答しているもの。 2.9
５ と解答しているもの。 0.5
６ 整数の値を解答しているもの。 1.3
９ 上記以外の解答 7.2
０ 無解答 7.7
分析結果と課題
○ 正答率は 78.7％ である。
○ 平成２０年度調査で同一の問題を出題している（正答率75.2％）。今回は正答率が 78.7％
であり，確率を求めることについて改善の傾向がみられる。
３
５
２
５
１
２
１
５
１
３
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（参考）
※同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り
H20Ａ15(2) 出すとき，その玉が赤玉である確率を求め 75.2％ P.62～ P.64 P.253，P.255
る
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ13(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 57.9％ P.59～ P.61 P.291，
和が７になる確率を求める P.293～ P.294
H23Ａ13(1) ２枚の硬貨を同時に投げるとき，２枚とも 未実施 P.65～ P.68 未実施
表の出る確率を求める
数字の書かれた３枚のカードから２枚の P.283，
H24Ａ14(2) カードをひくとき，両方とも奇数のカード 58.5％ P.69～ P.71 P.285～ P.286，
である確率を求める P.288～ P.289
H25Ａ15(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 54.7％ P.77， P.84，
出る目が両方とも１になる確率を求める P.79～ P.80 P.86～ P.87
樹形図を利用して，３枚の硬貨を同時に投 P.84，H26Ａ14(2) げるとき，表が２枚，裏が１枚出る確率を 65.6％ P.86～ P.88 P.92～ P.95
求める
１から１３までの数字が書かれた１３枚の P.94，H28Ａ13(2) カードから５または１１のカードをひく確 79.9％ P.82～ P.85 P.96～ P.97
率を求める
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本問題全体の学習指導に当たって
○ 「同様に確からしい」ことの意味を理解し，確率を求めることができるようにする
起こり得る場合がどの場合も同じ程度に期待されることを確認し，起こり得る場合を順序
よく整理し正しく数え上げる場面を設定することで，同様に確からしいことの意味を理解し，
起こり得る場合の数を基にして確率を求めることができるように指導することが大切である。
例えば，１つのさいころを２回投げる試行において，１回目にどの目が出ても，２回目の
目の出方に影響しないことを実感したり，１つのさいころを多数回投げる試行において，目
の出方を観察したりすることを通して，１から６までの目の出方は，それぞれの場合におい
て同様に確からしいことを確認する場面を設定することが考えられる。その上で，樹形図や
二次元の表を用いて，その全ての目の出方を調べて確率を求める活動を取り入れることも考
えられる。
また，設問(2)を使って授業を行う際には，赤玉３個と白玉２個の合計５個の玉がどの玉
も同じ程度に取り出すことが期待されることから，全ての場合が５通りあり，赤玉を取り出
す場合は３通りあることを確認する場面を設定することも考えられる。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）中学校 数学Ｂ
??
?
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数学Ｂ１ 事象を図形的に解釈すること（万華鏡）
出題の趣旨
与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。
・事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確に捉えること
・事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること
・事象を多面的に見ること
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設問(１)
趣旨
事象を図形間の関係に着目して観察し，対称性を的確に捉えることができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調
べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (1)
１ ア と解答しているもの。 12.5
２ イ と解答しているもの。 10.0
３ ウ と解答しているもの。 68.0 ◎
４ エ と解答しているもの。 9.4
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
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分析結果と課題
○ 正答率は 68.0％ であり，事象を図形間の関係に着目して観察し，対称性を的確に捉える
ことに課題がある。
○ 誤答については，「ア」を選択した解答類型１の反応率が 12.5％，「イ」を選択した解答
類型２の反応率が 10.0％ である。これらの中には，万華鏡をのぞいたときに見える図形の
対称性を的確に捉えることができない生徒がいると考えられる。
学習指導に当たって
○ 事象を図形間の関係に着目して観察し，対称性を的確に捉えることができるように
する
日常的な事象を図形に着目して，観察，操作や実験を通して図形やその構成要素同士の関
係を見いだし，図形の性質や特徴を捉える活動を取り入れ，対称性を的確に捉えることがで
きるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，万華鏡の模様の観察を通して，図形としてどのような
性質や特徴があるかを確かめる場面を設定することが考えられる。その上で，隣り合う２つ
の正三角形に着目して観察し，図形間の関係として対称性を考察する活動を取り入れること
が考えられる。
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設問(２)
趣旨
２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学的な表現を用いて説明することが
できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調
べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (2) （正答の条件）
四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重なる回転移動に着目し，次の(a)，
(b)，(c)を記述しているもの。
(a) 「点Ｂを中心に」などの回転の中心の位置。
(b) 「時計回りに」などの回転の方向。
(c) 「１２０°」などの回転角の大きさ。
（正答例）
例 四角形ＡＢＣＤを点Ｂを回転の中心として，時計回りに１２０°回転移
動した図形は，四角形ＧＢＥＦに重なる。(解答類型１)
１ (a)，(b)，(c)を記述しているもの。 7.0 ◎
２ (b)の記述が十分でなく，(a)，(c)を記述しているもの。 0.4 ○
３ (b)に関する記述がなく，(a)，(c)を記述しているもの。 3.2 ○
(a)を記述し，(b)，(c)以外に四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重
４ なる回転移動について，対応する点や辺を用いて，成り立つ事柄を 4.2 ○
記述しているもの。
５
(a)，(b)を記述しているもの。または，(a)のみを記述しているも
19.6
の。（(b)に関する記述が十分でないものを含む。）
６
(b)，(c)を記述しているもの。または，(c)のみを記述しているも
2.8
の。（(b)に関する記述が十分でないものを含む。）
７
(b)のみを記述しているもの。（(b)に関する記述が十分でないもの
7.7
を含む。）
８ (a)，(b)，(c)の記述に誤りがあるもの。 24.4
９ 上記以外の解答 13.4
０ 無解答 17.3
正答率 14.8
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分析結果と課題
○ 正答率は 14.8％ であり，２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学的な表現を
用いて説明することに課題がある。
○ 誤答については，「(a)，(b)を記述しているもの。または，(a)のみを記述しているもの。」
である解答類型５の反応率が 19.6％ である。具体的な例としては，以下のようなものがあ
る。
（例）
・点Ｂを中心として回転移動させる。
このように記述した生徒は，回転の中心の位置は捉えることができているが，回転の方向
や回転角の大きさについて捉えることができなかったと考えられる。
○ 誤答については，正答の条件(a)，(b)，(c)の記述に誤りがある解答類型８の反応率が
24.4％ である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・点Ｂを中心として右回りに１８０°回転移動させる。
このように記述した生徒は，辺ＡＢが辺ＥＢに重なると捉えていると考えられる。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.4％ である。具体的な例としては，以下のようなも
のがある。
（例）
・回転移動で重なる。
このように記述した生徒は，回転の中心の位置，回転の方向や回転角の大きさについて記
述する必要があることの理解が十分でないと考えられる。
○ 無解答率は 17.3％ である。
-116-
学習指導に当たって
○ 事象の特徴を的確に捉え，数学的に説明できるようにする
日常的な事象において，前提とそれによって説明される結論の両方を説明する場面を設定
し，数量や図形に着目して見いだした事象の特徴を数学的に表現できるように指導すること
が大切である。
本設問を使って授業を行う際には，四角形ＡＢＣＤの模様はどのような回転移動によって，
四角形ＧＢＥＦの模様と重なるかを捉える場面を設定することが考えられる。その際，前提
とそれによって説明される結論を「四角形ＡＢＣＤを回転移動した図形は，四角形ＧＢＥＦと
重なる。」のように表現することに加えて，「四角形ＡＢＣＤを点Ｂを回転の中心として，時
計回りに１２０°の回転移動をした図形は，四角形ＧＢＥＦと重なる。」のように，回転の中心
の位置，回転の方向，回転角の大きさについて明確にし，数学的に表現できるようにするこ
とが大切である。
なお，平成26年度【中学校】数学Ａ４(3)「与
えられた角が回転移動した後の角を選ぶ」の問
題を取り上げ，右のような図を提示し，四角形
ＡＢＣＤの頂点が回転移動のきまりにしたがっ
て移動していることの理解を深める場面を設定
することも考えられる。その際，実際に図形を
紙で作って動かしたり，コンピュータを利用し
たりするなどの観察，操作や実験を取り入れ，
図形の移動を視覚的に理解できるようにするこ
とが大切である。
その上で，回転移動では，対応する点は回転の中心から等しい距離にあり，対応する点と
回転の中心を結んでできる角の大きさはすべて等しいことを見いだす場面を設定することも
考えられる。例えば，下の図のように，四角形ＡＢＣＤを点Ｏを中心としてある角度だけ回
転移動させた四角形Ａ'Ｂ'Ｃ'Ｄ' において，例えば頂点Ａ，Ｂそれぞれに対応する点は頂点Ａ'，
Ｂ' であり，そのときＯＡ＝ＯＡ'，ＯＢ＝ＯＢ'，∠ＡＯＡ'＝∠ＢＯＢ' などの構成要素に着目して，
移動前と移動後の図形の関係について確認することで回転移動の理解を深められるようにす
ることが大切である。
（参照）「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.9～ P.10
Ｃ
Ａ'
Ｂ'
Ｃ'
Ｄ'
Ｏ
Ａ
Ｂ
Ｄ
∠ＡＯＡ'＝∠ＢＯＢ'
Ｃ
Ａ'
Ｂ'
Ｃ'
Ｄ'
Ｏ
Ａ
Ｂ
Ｄ
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設問(３)
趣旨
与えられた模様について，図形の移動に着目して観察し，対称性を的確に捉えること
ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係につ
いて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現す
る能力を培う。
イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調
べること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ (3)
１ ア と解答しているもの。 53.2 ◎
２ イ と解答しているもの。 21.9
３ ウ と解答しているもの。 7.0
４ エ と解答しているもの。 17.6
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
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分析結果と課題
○ 正答率は 53.2％ であり，与えられた模様について，図形の移動に着目して観察し，対称
性を的確に捉えることに課題がある。
○ 誤答については，「イ」を選択した解答類型２の反応率が 21.9％ である。この中には，
作ろうとしている模様（図６）をどのように分割しても，イの模様にはならないことを捉え
ることができない生徒がいると考えられる。
「エ」を選択した解答類型４の反応率が 17.6％ である。この中には，図６を正三角形に
分割したときに，そのうちの１つはエの模様になることを捉えることができているが，エの
模様を基にしても図６のような模様にはならないことを捉えることができない生徒がいると
考えられる。
学習指導に当たって
○ 身の回りの模様について，図形の移動に着目して観察し，対称性を的確に捉えるこ
とができる
日常的な事象を図形に着目して，観察，操作や実験を通して図形やその構成要素同士の関
係を見いだし，図形の性質や特徴を捉える活動を取り入れ，対称性を的確に捉えることがで
きるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，身の回りにある模様を取り上げ，図形の移動に着目し
てその基となる図形を見いだしたり，模様を観察することによってその中の２つの図形がど
のような移動によって重なるか調べたり，１つの図形を基にしてそれを移動することによっ
て敷き詰め，模様を作ったりする活動を取り入れることが考えられる。このような活動を通
して，様々な日常的な事象を数学的に捉えようとする態度を養うことも大切である。
（参照）「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.9～ P.10
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数学Ｂ２ 事象を多面的に見ること（ストローの総数）
出題の趣旨
事象を数学的に考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。
・事象を数学的に表現すること
・数学的に表現された結果を事象に即して解釈すること
・事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること
・事象を多面的に見ること
設問(１)
趣旨
問題場面における考察の対象を明確に捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (1) １ ２６ と解答しているもの。 80.8 ◎
２ ３０ と解答しているもの。 2.9
３ ２５ と解答しているもの。 1.6
４ ２８ と解答しているもの。 2.3
９ 上記以外の解答 11.1
０ 無解答 1.3
分析結果と課題
○ 正答率は 80.8％ であり，相当数の生徒ができている。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 11.1％ である。この中には，６×５＝３０と計算した
後，過不足を調えるときに２回数えたストローの本数を捉えることができなかったとみられ
る「２７」という解答がある。
学習指導に当たって
○ 与えられた問題場面について具体的な数を用いて考察の対象を捉えることができる
ようにする
問題場面について考察の対象を明確に捉えるために，具体的な数を用いて式に表現したり，
式の意味を読み取ったりすることができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，実際にストローを並べたりノートに図をかいたりする
ことを通して，ストローのまとまりに着目し，どのような囲み方をすると効率的にストロー
全部の本数を求められるかを考え，そのように計算して求めた結果と並べたストローを１本
ずつ数えた結果が等しくなることを確認する場面を設定することが考えられる。
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設問(１)
趣旨
問題場面における考察の対象を明確に捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (1) １ ２６ と解答しているもの。 80.8 ◎
２ ３０ と解答しているもの。 2.9
３ ２５ と解答しているもの。 1.6
４ ２８ と解答しているもの。 2.3
９ 上記以外の解答 11.1
０ 無解答 1.3
分析結果と課題
○ 正答率は 80.8％ であり，相当数の生徒ができている。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 11.1％ である。この中には，６×５＝３０と計算した
後，過不足を調えるときに２回数えたストローの本数を捉えることができなかったとみられ
る「２７」という解答がある。
学習指導に当たって
○ 与えられた問題場面について具体的な数を用いて考察の対象を捉えることができる
ようにする
問題場面について考察の対象を明確に捉えるために，具体的な数を用いて式に表現したり，
式の意味を読み取ったりすることができるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，実際にストローを並べたりノートに図をかいたりする
ことを通して，ストローのまとまりに着目し，どのような囲み方をすると効率的にストロー
全部の本数を求められるかを考え，そのように計算して求めた結果と並べたストローを１本
ずつ数えた結果が等しくなることを確認する場面を設定することが考えられる。
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設問(２)
趣旨
与えられた説明の筋道を読み取り，事象を数学的に表現することができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (2) １ n－１ と解答しているもの。 45.2 ◎
２ n と解答しているもの。 2.7
３ n＋１ と解答しているもの。 2.8
９ 上記以外の解答 41.3
０ 無解答 8.0
分析結果と課題
○ 正答率は 45.2％ であり，与えられた説明の筋道を読み取り，事象を数学的に表現するこ
とに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 41.3％ である。この中には，n 個並んでいる六角形の
左端と右端の本数をひいたと考えられる「n －２」や両隣の囲みにおいて重なっている
２本のストローを捉え，それが n箇所あると捉えたと考えられる「２n」という解答がある。
学習指導に当たって
○ 数量の関係や法則などを事象に即して解釈し，数学的に表現することができるよう
にする
数量の関係や法則などを事象に即して解釈し，説明の筋道を立てて考え，式に表すことが
できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，様々な囲み方を考え，実際に並んでいるストローの本
数を，能率的に求めるために，その囲み方を基に必要な本数を式に表すとともに，表された
式から囲み方を見いだす活動を取り入れることが考えられる。
設問(３)
趣旨
事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりする
ことを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (3) （正答の条件）
次の(a)，(b)，(c)について記述しているもの。
(a) 囲まれていないストローの本数が６本あること。
(b) １つの囲みにストローが５本あり，その囲みが（n －１）個ある
こと。
(c) 必要なストローの本数は，囲まれているストローの総数と囲まれ
ていないストローの本数の和であること。
（正答例）
例 １つの囲みにストローが５本ある。その囲みが（n －１）個あるの
で，この囲みで数えたストローの本数は５（n －１）本になる。この
とき，左端に囲まれていないストローが６本あるので，必要なストロ
ーの本数は５（n－１）本より６本多い。（解答類型１）
１ (a)，(b)，(c)について記述しているもの。 6.2 ◎
２ 上記１について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 2.2 ○
３ (a)，(b)のみを記述しているもの。 7.1 ○
４ 上記３について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 4.3
５ 上記１，２以外で(c)について記述しているもの。 0.3
６ (b)のみを記述しているもの。 0.5
７ 上記１～３以外で，正しく説明しているもの。 0.0 ◎
８
上記７について，表現が不十分であるが，説明の筋道が正しいと
0.0 ○
わかるもの。
９ 上記以外の解答 56.5
０ 無解答 22.8
正答率 15.5
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設問(３)
趣旨
事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりする
ことを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 数と式
(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする
能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。
ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ (3) （正答の条件）
次の(a)，(b)，(c)について記述しているもの。
(a) 囲まれていないストローの本数が６本あること。
(b) １つの囲みにストローが５本あり，その囲みが（n －１）個ある
こと。
(c) 必要なストローの本数は，囲まれているストローの総数と囲まれ
ていないストローの本数の和であること。
（正答例）
例 １つの囲みにストローが５本ある。その囲みが（n －１）個あるの
で，この囲みで数えたストローの本数は５（n －１）本になる。この
とき，左端に囲まれていないストローが６本あるので，必要なストロ
ーの本数は５（n－１）本より６本多い。（解答類型１）
１ (a)，(b)，(c)について記述しているもの。 6.2 ◎
２ 上記１について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 2.2 ○
３ (a)，(b)のみを記述しているもの。 7.1 ○
４ 上記３について，(a)，(b)についての記述が十分でないもの。 4.3
５ 上記１，２以外で(c)について記述しているもの。 0.3
６ (b)のみを記述しているもの。 0.5
７ 上記１～３以外で，正しく説明しているもの。 0.0 ◎
８
上記７について，表現が不十分であるが，説明の筋道が正しいと
0.0 ○
わかるもの。
９ 上記以外の解答 56.5
０ 無解答 22.8
正答率 15.5
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分析結果と課題
○ 正答率は 15.5％ であり，事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に
即して解釈したりすることを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することに課題
がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 56.5％ である。具体的な例としては，以下のようなも
のがある。
（例）
・最初に並べた六角形のストローの本数が６本あり，１つの囲みにストローが５本あ
る。その囲みが n個あるのでこの囲みで数えたストローの本数は５n本になる。
このように記述した生徒は，囲まれていないストローの本数については捉えることができ
ているが，囲みの個数を捉えることができなかったと考えられる。
また，以下のようなものがある。
（例）
・１個目の六角形は６本のストローを使ってできる。残りの六角形は５本ずつのスト
ローでできる。最初は６本使っているので１本をひくので（n－１）になる。
このように記述した生徒は，六角形の個数とストローの本数を混同していると考えられる。
○ 無解答率は 22.8％ である。
○ 平成２５年度調査（正答率25.3％）で類題を出題している。「平成25年度【中学校】報告
書」において，「事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈
することを通して，事象が成り立つ理由を筋道立てて説明すること」に課題があると分析し
ている。これに関連して本設問では，「六角形を n 個つくるのに必要なストローの本数を，
６＋５（n－１）という式で求めることができる理由を説明すること」をみる問題を出題し
た（正答率15.5％）。今回の結果から，事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結
果を事象に即して解釈したりすることを通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明する
ことに，引き続き課題があると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ｂ６(3) 碁石全部の個数を，３（n－２）＋３という 25.3％ P.115， P.124，
式で求めることができる理由を説明する P.117～ P.119 P.127～ P.128
（参照）「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.18
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学習指導に当たって
○ 事柄が成り立つ理由を事象に即して説明できるようにする
事柄が成り立つ理由を事象に即して説明できるよう指導することが大切である。その際，
事柄の意味を事象に即して読み取り，読み取った意味に基づいて，根拠を明確にすることが
大切である。
本設問を使って授業を行う際には，図２の囲み方で必要なストローの本数が表されること
を確認し，その囲み方と式 ６＋５（n－１）で必要なストローの本数が表される理由を説明
する活動を取り入れることが考えられる。その際，式 ６＋５（n－１）の「６」や
「５（n－１）」が何を表しているかを読み取る場面を設定することが大切である。その上で，
式の「６」が「最初の六角形をつくるのに必要なストローの本数」であること，「５（n－１）」
の「５」が「１つの囲みにあるストローの本数」，「（n－１）」が「囲みの個数」であり，
「５（n －１）」が「囲まれているストローの総数」であることを読み取る場面を設定するこ
とも大切である。
６＋５（ n－１）
n 個
（ n－１）個
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数学Ｂ３ 日常的な事象の数学化と問題解決の方法（ダムの貯水量と節水）
-126-
出題の趣旨
与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。
・必要な情報を適切に選択すること
・事象を理想化・単純化して，その特徴を的確に捉えること
・数学的な結果を事象に即して解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること
設問(１)
趣旨
与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし
表現し考察する能力を培う。
ウ 座標の意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (1) １ Ａ と解答しているもの。 0.3
２ Ｂ と解答しているもの。 0.6
３ Ｃ と解答しているもの。 0.9
４ Ｄ と解答しているもの。 1.9
５ Ｅ と解答しているもの。 91.0 ◎
６ Ｆ と解答しているもの。 1.2
７ Ｏ と解答しているもの。 0.0
９ 上記以外の解答 0.7
０ 無解答 3.4
分析結果と課題
○ 正答率は 91.0％ であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
○ 与えられたグラフから，必要な情報を適切に読み取ることができるようにする
グラフと具体的な事象を対応させ，グラフ上の点が具体的な事象では何を表しているのか
を捉える活動を取り入れ，与えられたグラフから必要な情報を適切に読み取ることができる
ように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，５月３１日から４日経過したときに，貯水量が
２８２０万ｍ３である日数を表すグラフ上の点を選んだり，５月３１日から０日経過したときの
貯水量が４１４０万ｍ３であることを表す点が点Ａであり切片であることを確認したりする活
動を通して，必要な情報を適切に読み取ることができるように指導することが考えられる。
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設問(２)
趣旨
事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (2) （正答の条件）
次のことについて記述しているもの。
＜グラフを用いることについて記述している場合＞
次の(a)，(b)について記述している。
(a) 直線のグラフをかいて利用すること。
(b) y座標が１５００のときの x座標を読むこと。
＜式を用いることについて記述している場合＞
次の(c)，(d)について記述している。
(c) 一次関数の式を求めて利用すること。
(d) 一次関数の式に y＝１５００ を代入して，xの値を求めること。
＜表や数値を用いることについて記述している場合＞
次の(e)，(f)について記述している。
(e) 表や数値を用いて変化の割合を求めて利用すること。
(f) 貯水量が１５００万ｍ３になるまでの，５月３１日から経過した日数
を算出すること。
（正答例）
例１ 直線のグラフをかき，y＝１５００ のときの x座標を読む。
（解答類型１）
例２ yを xの一次関数の式で表し，その式に y＝１５００ を代入し，x
の値を求める。（解答類型４）
例３ 表の数値を用いて変化の割合を調べ，その変化の割合で貯水量が
４１４０万ｍ３から１５００万ｍ３へ減少するまでにかかる日数を計算す
る。（解答類型６）
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(a)，(b)について文で記述しているもの。
１ または，実際にグラフをかき，y 座標が１５００のときの x座標を読 1.4 ◎
むことについて記述しているもの。
(a)について「直線」についての記述がなかったり，(b)について
２ 「y ＝１５００」の記述がなかったりするが，グラフを用いることとそ 0.2 ○
の用い方について記述しているもの。
３
グラフを用いることについて記述しているが，(a)，(b)について
14.8
記述していないもの。
(c)，(d)について文で記述しているもの。
４ または，実際に一次関数の式を求めて，y ＝１５００ を代入して x 2.4 ◎
の値を求めることについて記述しているもの。
(c)について「一次関数」についての記述がなかったり，(d)につ
５ いて「y ＝１５００」の記述がなかったりするが，式を用いることとそ 0.3 ○
の用い方について記述しているもの。
(e)，(f)について文で記述しているもの。
６
または，実際に表や数値から変化の割合について調べて，貯水量
3.9 ◎
が１５００万ｍ３になるまでの，５月３１日から経過した日数を求める
ことについて記述しているもの。
(e)について「変化の割合」についての記述が十分でなかったり，
７ (f)について求める日数の記述が十分でなかったりするが，表や数値 10.9 ○
を用いることとその用い方について記述しているもの。
式を用いることについて記述しているが，(c)，(d)について記述
８ していないもの。または，表や数値を用いることについて記述して 25.6
いるが，(e)，(f)について記述していないもの。
９ 上記以外の解答 7.8
０ 無解答 32.8
正答率 19.1
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分析結果と課題
○ 正答率は 19.1％ であり，事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明するこ
とに課題がある。
○ 誤答については，グラフを用いることについて記述しているが，(a)，(b)について記述し
ていない解答類型３の反応率が 14.8％ である。具体的な例としては，以下のようなものが
ある。
（例）
・点Ａと点Ｆを通る直線をひけばいい。
このように記述した生徒は，グラフの用い方として，y 座標が１５００のときの x 座標を読
み取ることを表現することができなかったと考えられる。
○ 誤答については，「式を用いることについて記述しているが，(c)，(d)について記述して
いないもの。または，表や数値を用いることについて記述しているが，(e)，(f)について記
述していないもの。」である解答類型８の反応率が 25.6％ である。具体的な例としては，
以下のようなものがある。
（例）
・１日あたりの変化の割合を求めて，４１４０万ｍ３ から減らしていけばよい。
・１日あたりの変化の割合を求めて，１５００から求めた変化の割合をわればよい。
このように記述した生徒は，表や数値の用い方として，変化の割合を用いて貯水量が
１５００万ｍ３になるまでに５月３１日から経過した日数の値を求めることを表現することがで
きなかったと考えられる。
○ 無解答率は 32.8％ である。
○ 平成２５年度調査（正答率32.6％）で類題を出題している。「平成25年度【中学校】報告
書」において，「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること」に課題
があると分析している。これに関連して本設問では，「与えられた表やグラフを用いて，貯
水量が１５００万ｍ３になるまでに５月３１日から経過した日数を求める方法を説明すること」
をみる問題を出題した（正答率19.1％）。今回の結果から，事象を数学的に解釈し，問題解
決の方法を数学的に説明することに，引き続き課題があると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
与えられた表やグラフを用いて，水温が P.95， P.104，H25Ｂ３(2) ８０℃になるまでにかかる時間を求める方 32.6％ P.97～ P.101 P.106～ P.109
法を説明する
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学習指導に当たって
○ 日常的な事象を理想化・単純化して，その特徴を的確に捉えることができるように
する
日常的な事象における２つの数量の変化の様子について予測したり，実際のデータの特徴
を分析したりすることができるように指導することが大切である。その際，これまでに学習
した数学を使って解決できるように，事象を理想化・単純化する活動を取り入れることが考
えられる。
本設問を使って授業を行う際には，データにない貯水量になるまでにかかる日数を求める
場面で，「点Ａから点Ｆまでの点が一直線上にあるとし，貯水量がこのまま一定の割合で減
少する。」と仮定して考え，「５月３１日から経過した日数」と「貯水量」の関係を一次関数
とみなすことで，それらの変化や対応の様子について考察する活動を取り入れることが考え
られる。
このように日常的な事象を理想化・単純化する活動を通して，数学の世界で考察すること
のよさを実感できるように指導することが大切である。
○ 問題解決のために数学を活用する方法を考え，説明できるようにする
様々な問題を数学を活用して解決できるようにする際に，問題解決の方法に焦点を当て，
「用いるもの」とその「用い方」について考え，説明することができるように指導すること
が大切である。その際，実際に行った解決の過程を振り返り，そのときに用いた方法につい
て，「用いるもの」や「用い方」のいずれか一方の説明にとどまらず，「用いるもの」とそ
の「用い方」の両方を指摘し，的確に説明できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，貯水量は経過した日数の一次関数であるとみなした上
で，例えば，グラフを用いて問題を解決した場合を取り上げ，その方法について，直線のグ
ラフをかくこと（「用いるもの」）と，y 座標が１５００のときの x 座標を読むこと（「用い方」）
の両方を指摘し，問題解決の方法を的確に説明する活動を取り入れることが考えられる。
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設問(３)
趣旨
数学的な表現を事象に即して解釈し，的確に処理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能
力を養う。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ (3) １ ４６≦ b≦７０ と解答しているもの。 44.6 ◎
２ ３≦ b≦５ と解答しているもの。 1.5
３ ３６≦ b≦６０ と解答しているもの。 2.5
４
４６≦ b≦□ と解答しているもの。
1.1
（□は７０以外の数，または無解答）
５
□≦ b≦７０ と解答しているもの。
2.1
（□は４６以外の数，または無解答）
９ 上記以外の解答 31.2
０ 無解答 17.0
分析結果と課題
○ 正答率は 44.6％ であり，数学的な表現を事象に即して解釈し，的確に処理することに課
題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 31.2％ である。この中には，節水の方法と節水量にお
ける歯磨き１回の節水量５Ｌと，シャワーを流しっぱなしにしている時間を１分間短くした
ときの節水量１２Ｌを表したとみられる「５≦ b≦１２」という解答がある。
○ 無解答率は 17.0％ である。
学習指導に当たって
○ 数学的な結果を事象に即して解釈できるようにする
問題解決において用いた式を事象に即して捉え直す活動を取り入れ，式を事象に即して解
釈できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，与えられた情報を基に１日あたりの節水量 b の関係を
式 b＝１２a＋５×２ に表し，式の「１２a 」が「シャワーを流しっぱなしにしている時間
を a 分間短くしたときの節水量」，「５×２」が「１日２回の歯磨きでコップに水を貯めて
歯磨きしたときの節水量」を表すことを確認する場面を設定することが大切である。その際，
変域を正しく求めることだけでなく，具体的な事象について，変域を使って表現することや
変域を意識しながら事象を捉え説明することも大切である。
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本問題全体の学習指導に当たって
○ 実生活における問題の解決に数学を活用できるようにする
具体的な場面において，事象を理想化・単純化して数学の問題として捉え，実生活におけ
る問題を数学を活用して解決できるように指導することが大切である。さらに，その解決の
過程や結果を振り返り，新たな問題を見いだし，実生活の問題を解決する場面を設定するこ
とも考えられる。
例えば，水不足の心配を契機に，自分が生活している地域の実態を捉え，水不足への対策
がどのような基準で行われるのかを調べたり，十分な貯水量を維持するための対策を調べた
りすることを通して，自分の家でもできる節水の取り組みとその節水量を検討する場面を設
定することも考えられる。
※出典等
本問題の表やグラフは，国土交通省ウェブページの水文水質データベースを基に作成したも
のである。
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数学Ｂ４ 筋道を立てて証明し，証明を振り返って考えること（正三角形）
出題の趣旨
図形の性質を考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。
・筋道を立てて考え，証明すること
・証明を振り返り，新たな性質を見いだすこと
設問(１)
趣旨
筋道を立てて考え，証明することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (1) （正答の条件）
次の(a)，(b)，(c)，(d)とそれぞれの根拠を記述し，証明しているもの。
なお，ここで根拠として求める記述は，正答例に記述されている程度の
ものとする。
(a) ＢＤ＝ＣＥ
(b) ＡＢ＝ＢＣ
(c) ∠ＡＢＤ＝∠ＢＣＥ
(d) △ＡＢＤ≡△ＢＣＥ
（正答例）
仮定より，
ＢＤ＝ＣＥ ……①
正三角形の辺はすべて等しいから，
ＡＢ＝ＢＣ ……②
正三角形の角はすべて等しいから，
∠ＡＢＤ＝∠ＢＣＥ ……③
①，②，③より，２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから，
△ＡＢＤ≡△ＢＣＥ
１ (a)，(b)，(c)，(d)とそれぞれの根拠を記述しているもの。 37.6 ◎
(a)，(b)，(c)，(d)の表現が十分でなかったり，記号を書き忘れ
２
ていたりするが，証明の筋道が正しいとわかるもの。（(a)，(b)，(c)，
5.2 ○
(d)の根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でなかったりするもの
を含む。）
３ 上記１，２以外で，正しく証明しているもの。 0.0 ◎
上記３について，根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でな
４ かったりするが，証明の筋道が正しいとわかるもの。（表現が十分で 2.1 ○
なかったり，記号を書き忘れていたりするものを含む。）
５ 上記１～４で，根拠に誤りがあるもの。 2.6
６ 仮定として，∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥを用いているもの。 3.5
７ 上記６以外で，仮定とされていないものを用いているもの。 4.7
８
(a)のみを記述しているもの。または，(a)，(d)について記述して
3.9
いるもの。
９ 上記以外の解答 20.5
０ 無解答 19.8
正答率 45.0
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分析結果と課題
○ 正答率は 45.0％ であり，筋道を立てて考え，証明することに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 20.5％ である。具体的な例としては，以下のようなも
のがある。
（例）
・仮定より，
ＢＤ＝ＣＥ
正三角形の辺はそれぞれ等しいから，
ＡＢ＝ＢＣ
２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから，
△ＡＢＤ≡△ＢＣＥ
このように記述した生徒は，根拠として用いる角の相当関係を見いだすことができなかっ
たと考えられる。
○ 無解答率は 19.8％ である。
学習指導に当たって
○ 事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考え，証明することができるようにする
結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにしたり，与えられた条件を整理したり，
着目すべき性質や関係を見いだし，事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えたりする活動を
取り入れ，証明できるように指導することが大切である。その際，結論から仮定，仮定から
結論の両方向から考えて証明する場面を設定することが考えられる。
本設問を使って授業を行う際には，∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥを導くために△ＡＢＤ≡△ＢＣＥを示
せばよいことを明らかにし，△ＡＢＤと△ＢＣＥで対応する辺の長さや角の大きさについて
わかることを整理したり，合同を示すために必要な関係を見いだしたりするなどして証明で
きるようにすることが考えられる。その際，△ＡＢＤと△ＢＣＥを抜き出した図を基に，対
応する辺や角を確認する場面を設定することも考えられる。
Ａ
Ｂ ＣＤ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｂ ＣＤ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｅ
Ｂ ＢＤ Ｃ
Ａ
Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ
Ｂ
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設問(２)
趣旨
付加された条件の下で，図形の性質を用いることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (2) １ ８０ と解答しているもの。 61.0 ◎
２ １００ と解答しているもの。 4.1
３ ６０ と解答しているもの。 4.7
４ １２０ と解答しているもの。 1.7
５ ４０ と解答しているもの。 3.9
６ ２０ と解答しているもの。 0.7
９ 上記以外の解答 13.2
０ 無解答 10.7
分析結果と課題
○ 正答率は 61.0％ であり，付加された条件の下で，図形の性質を用いることに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 13.2％ である。この中には，「９０」という解答があ
る。
○ 無解答率は 10.7％ である。
学習指導に当たって
○ 図形の性質を用いることができるようにする
辺の長さや角の大きさなどを求める場面を設定し，図形の性質を用いることができるよう
に指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，∠ＢＥＡの大きさが８０°であることの根拠となる図形
の性質を確かめ，それを基にして筋道を立てて説明する活動を取り入れることが考えられる。
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設問(３)
趣旨
証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 図形
(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三
角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。
ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に
確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ (3)
１
ア と解答しているもの。
6.1
（∠ＢＦＤの大きさは，小さくなっていく。）
２
イ と解答しているもの。
43.4
（∠ＢＦＤの大きさは，大きくなっていく。）
３
ウ と解答しているもの。
44.9 ◎
（∠ＢＦＤの大きさは，変わらない。）
４
エ と解答しているもの。
4.7
（∠ＢＦＤの大きさは，問題の条件だけでは決まらない。）
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.9
分析結果と課題
○ 正答率は 44.9％ であり，証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだすことに課題があ
る。
○ 誤答については，「イ ∠ＢＦＤの大きさは，大きくなっていく。」を選択した解答類型２
の反応率が 43.4％ である。この中には，点Ｄのみを動かしたときの∠ＢＦＤの大きさにつ
いて答えた生徒がいると考えられる。
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学習指導に当たって
○ ある条件の下で成り立つ性質や関係に着目し，図形を考察することができるように
する
条件を保ったまま図形の形を変えながら観察し，辺や角について変わらない性質を見いだ
す活動を取り入れ，ある条件の下でいつでも成り立つ性質や関係を見いだすことができるよ
うに指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，問題で与えられた最初の条件を保ったまま図形の形を
変えながら観察し，辺や角について考察する活動を取り入れることが考えられる。その際，
例えば，点Ｄ，Ｅの位置を動かしても，△ＡＢＤと△ＢＣＥが合同だから，∠ＢＡＦ＝∠ＣＢＦ
となり，∠ＢＦＤの大きさは変わらないことを見いだせるようにすることが大切である。
さらに，正三角形で予想した事柄が成り立つかどうか確認した後，正三角形を正方形に変
えてみるなど対象となる図形を変えて考えてみるといったような類推をして，正三角形で成
り立つ事柄が正方形でも同様に成り立つかどうか考えることも大切である。
（参照）「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.11～ P.12
正三角形ＡＢＣ
Ａ
Ｂ Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｄ
∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥ
∠ＢＦＤの大きさは，６０°で一定
Ａ
正方形ＡＢＣＤ
Ｄ
Ｇ
Ｆ
Ｂ ＣＥ
∠ＢＡＥ＝∠ＣＢＦ
∠ＢＧＥの大きさは，９０°で一定
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数学Ｂ５ 情報の適切な選択と判断（運動時間の調査）
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出題の趣旨
資料に基づいて不確定な事象を考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。
・必要な情報を適切に選択し，判断すること
・資料の傾向を的確に捉えること
・事象を数学的に解釈し，その根拠を数学的な表現を用いて説明すること
設問(１)
趣旨
資料から必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (1) １ １２ と解答しているもの。 79.6 ◎
２ ５５ と解答しているもの。 0.7
９ 上記以外の解答 14.0
０ 無解答 5.8
分析結果と課題
○ 正答率は 79.6％ である。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 14.0％ である。この中には，４２０分が含まれる階級
を４２０分が含まれる階級の度数と捉えたと考えられる「３００～６００」という解答がある。
学習指導に当たって
○ 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に読み取ることができるようにする
実生活の場面で，与えられた情報から必要な情報を選択し，事象を的確に読み取ることが
できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，変量をいくつかの階級に分け，ある階級に属する度数
を明らかにし，資料の傾向を捉える活動を取り入れることが考えられる。このような活動を
通して，階級と度数の意味を理解できるようにすることが大切である。
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設問(２)
趣旨
与えられた情報から必要な情報を選択し，事象に即して解釈することができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (2) １ ア と解答しているもの。（平均値） 29.5
２ イ と解答しているもの。（中央値） 50.6 ◎
３ ウ と解答しているもの。（最頻値） 11.7
４ エ と解答しているもの。（最大値） 5.5
５ オ と解答しているもの。（最小値） 1.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.8
分析結果と課題
○ 正答率は 50.6％ であり，与えられた情報から必要な情報を選択し，事象に即して解釈す
ることに課題がある。
○ 誤答については，「ア 平均値」を選択した解答類型１の反応率が 29.5％，「ウ 最頻値」
を選択した解答類型３の反応率が 11.7％ である。これらの中には，分布の形や目的によっ
て平均値，中央値，最頻値を使い分けることができなかったり，それらの意味を混同して捉
えていたりする生徒がいると考えられる。
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学習指導に当たって
○ 資料を整理して情報を読み取り，それを基に資料の傾向を判断することができるよ
うにする
目的に応じて収集した資料を度数分布表やヒストグラムに表して資料の分布の様子を捉え
た上で，資料の傾向を表す代表値を検討し，それを基に資料の傾向を判断できるように指導
することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，「全校生徒の女子の中で，若菜さんの１週間の総運動
時間より長い人が多いのか，短い人が多いのか」を判断するために，どの代表値がふさわし
いかを検討する活動を取り入れることが考えられる。その際，中央値を用いることが適切で
あることを確認するとともに，分布が非対称であったり，極端にかけ離れた値があったりす
ると，平均値がその値に強く影響を受けるので，代表値として用いる目的から平均値がふさ
わしくない場合があることを確認することも大切である。
平均値
中央値
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設問(３)
趣旨
資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用
(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整
理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ
うにする。
イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ (3) （正答の条件）
次の(a)，(b)について記述しているもの。
(a) ４２０分未満の度数分布多角形よりも４２０分以上の度数分布多角
形の方が右側にあること。
(b) １週間の総運動時間が４２０分以上の女子は，４２０分未満の女子
より体力テストの合計点が高い傾向にあること。
（正答例）
例 ２つの度数分布多角形が同じような形で，４２０分未満の度数分布
多角形よりも４２０分以上の度数分布多角形の方が右側にある。した
がって，１週間の総運動時間が４２０分以上の女子は，４２０分未満
の女子より体力テストの合計点が高い傾向にある。（解答類型１）
１ (a)，(b)について記述しているもの。 5.7 ◎
２ (a)のみを記述しているもの。 12.3 ○
３
(a)について，２つの度数分布多角形の位置が異なることのみを記
0.3
述し，(b)について記述しているもの。
４
(a)について，２つの度数分布多角形の位置が異なることのみを記
0.7
述し，(b)について記述していないもの。
５ 度数分布多角形の形状のみを記述しているもの。 3.3
６ 度数分布多角形の山の高さの比較について記述しているもの。 0.7
７
(a)について，度数分布多角形を根拠にしているが，読み取りを
0.2
誤って記述しているもの。
９ 上記以外の解答 46.2
０ 無解答 30.6
正答率 18.0
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分析結果と課題
○ 正答率は 18.0％ であり，資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて
説明することに課題がある。
○ 誤答である解答類型９の反応率は 46.2％ である。具体的な例としては，以下のようなも
のがある。
（例）
・相対度数が高いから。
このように記述した生徒は，２つの度数分布多角形の特徴を比較する際に，若菜さんが
作った度数分布多角形の横軸ではなく縦軸に着目したと考えられる。
また，以下のようなものがある。
（例）
・最大値に１０点の差がある。
このように記述した生徒は，度数分布多角形の形状に着目せずに，ある点のみを比較して
いると考えられる。
○ 無解答率は 30.6％ である。
学習指導に当たって
○ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする
資料の分布の様子を捉える場面を設定し，資料の傾向を的確に捉えて判断できるように指
導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には，１週間の総運動時間が４２０分以上の女子は，４２０分
未満の女子より体力テストの合計点が高い傾向にあるかどうかを２つの分布の比較から検討
し，判断する場面を設定することが考えられる。なお，総度数が異なる２つの集団を扱う際
には，相対度数を用いると各階級ごとの比較が可能になることや，相対度数を使った度数分
布多角形を用いると２つの資料の分布の特徴を捉えやすくなることを確認する場面を設定す
ることも考えられる。その上で，資料の２つの分布の特徴を捉え，根拠を明確にして事柄が
成り立つ理由を説明する活動を取り入れることが考えられる。
（参照）「平成29年度【中学校】授業アイディア例」P.13～ P.14
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本問題全体の学習指導に当たって
○ 目的に応じてデータを収集し，資料を整理して捉えた傾向を基に，新たな構想を立て
て実践することができるようにする
資料を収集・整理し，傾向を捉えて説明する一連の活動の後，問題解決の過程を振り返り，
処理の仕方を見直す場面を設定し，日常生活や社会における問題解決のための構想を立てる
ことができるように指導することが大切である。その上で，必要に応じて新たな資料を収集
したり，視点を変えて整理したりして分析するという活動を取り入れることが大切である。
例えば，全校生徒の体力向上という目的のために，１週間の総運動時間のアンケートを行
い，その資料を整理して全校生徒の傾向を捉える活動を取り入れることが考えられる。その
際，階級の幅を変えるなどしてヒストグラムを作成する場面を設定することが考えられる。
その上で，新たな構想を立てて実践することとして，男子の１週間の総運動時間についての
データをまとめて男子と女子の両者の傾向を比較する活動や，部活動の所属に着目して整理
し分析する活動を取り入れることが大切である。なお，目的に応じて新たなアンケート項目
を検討することも考えられる。
※出典等
本問題の表やグラフは，スポーツ庁『平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告
書』（平成２７年１２月）を基に作成したものである。
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